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校
友
会
々
報

日
本
大
学

国
際
関
係
学
部

◎
常
任
幹
事
会

　
令
和
四
年
六
月
四
日（
土
）一
六
時

三
〇
分
か
ら
、国
際
関
係
学
部
本
校
舎

一
五
号
館
一
階
一
五
一
二
教
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。横
山
雅
人
会
長
挨
拶

の
後
、会
長
進
行
に
よ
り
議
事
に
移
り
、

幹
事
会
提
案
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
担

当
か
ら
詳
細
内
容
の
説
明
が
あ
り
検
討

審
議
さ
れ
た
。

◎
幹
事
会

　
令
和
四
年
六
月
四
日（
土
）一
七
時
三
〇
分
か
ら
、常
任

幹
事
会
に
引
き
続
い
て
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。濱
田
義

之
副
会
長
の
司
会
で
進
行
さ
れ
、黙
禱
に
引
き
続
き
横
山

雅
人
会
長
の
挨
拶
の
後
、議
長
団
・
書
記
の
選
出
に
移
っ
た
。

議
長
に
は
久
保
田
博
明
常
任
幹
事
、副
議
長
に
は
日
吉
　

智
常
任
幹
事
、書
記
に
は
諏
訪
部
昭
子
常
任
幹
事
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
、次
の
議
事
が
検
討
審
議
さ
れ
た
。

　
一　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

　
一　
令
和
三
年
度
決
算
報
告

　
一　
監
査
報
告

　
一　
令
和
四
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
一　
令
和
四
年
度
予
算（
案
）

　
一　
令
和
四
年
度
新
幹
事
に
関
す
る
件

　
一　
富
桜
祭
物
産
展
実
行
委
員
に
関
す
る
件

　
一　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
に
関
す
る
件

　
一　
三
島
学
園
開
設
七
十
五
周
年
記
念
実
行
委
員
に
関

　
　 

す
る
件

　
一　
功
労
者
表
彰
に
関
す
る
件

　
一　
国
際
関
係
学
部
校
友
会
関
係
物
故
者
に
つい
て

　
一　
校
友
会
会
報（
第
五
十
三
号
）原
稿
依
頼
に
つい
て

　
一　
そ
の
他
　
銀
杏
並
木
清
掃
参
加
者
名
簿

　
田
中
由
雄
幹
事
長
か
ら
、令
和
三
年
度
事
業
報
告
並
び

に
令
和
三
年
度
決
算
報
告
が
報
告
さ
れ
、藤
本
文
彦
会
計

監
査
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
令
和
四
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
令
和
四
年

度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
は
田
中
由
雄
幹
事
長
か
ら
提

案
説
明
が
な
さ
れ
審
議
の
結
果
、二
議
案
と
も
承
認
さ
れ

た
。

　
令
和
四
年
度
新
役
員
に
つい
て
は
、国
際
関
係
学
部
の
勝

又
勇
旭
、商
経
科
の
田
代
　
稔
両
幹
事
を
常
任
幹
事
に
、

卒
業
に
当
た
り
校
友
会
会
長
賞
及
び
優
秀
賞
を
授
与
さ

れ
た
者
並
び
に
同
窓
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
で
国
際
関
係

学
部
か
ら
本
間
　
航
以
下
四
名
、商
経
科
同
窓
会
か
ら
小

泉
凪
葉
以
下
二
名
、桜
栄
会
か
ら
大
川
明
斗
夢
以
下
三
名

が
新
幹
事
と
し
て
、事
務
局
か
ら
推
薦
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。

　
富
桜
祭
物
産
展
実
行
委
員
に
つ
い
て
は
田
中
由
雄
幹
事

長
か
ら
令
和
四
年
十
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
両
日
開
催

さ
れ
る
第
七
十
二
回
富
桜
祭
に
校
友
会
主
催
に
よ
る
地
元

特
産
物
等
販
売
の
物
産
展
を
出
店
す
る
目
的
で
実
行
委

員
会
を
設
置
し
た
い
。委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
度
委

員
の
継
続
と
し
た
い
旨
の
提
案
が
な
さ
れ

た
。

　
次
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員

会
に
つ
い
て
は
、田
中
由
雄
幹
事
長
か
ら

毎
年
恒
例
の
富
桜
祭
及
び
三
島
大
祭
り

に
卒
業
生
と
在
学
生
の
絆
を
深
め
る
目

的
で
実
行
委
員
会
を
設
置
し
た
い
。委

員
会
構
成
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
度
委
員
の
継

続
と
し
た
い
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。三

島
大
祭
に
つ
い
て
は
開
催
場
所
が
現
在

確
定
し
て
い
な
い
た
め
中
止
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

　
三
島
学
園
開
設
七
十
五
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
は
、田
中
由
雄
幹
事
長
か
ら

令
和
三
年
度
が
該
当
年
度
に
な
る
が
引

き
続
き
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
い
旨

の
提
案
が
な
さ
れ
基
金
も
別
紙
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
る
。委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー

は
昨
年
度
委
員
の
継
続
と
し
た
い
旨
の

提
案
が
な
さ
れ
審
議
の
結
果
、三
案
と
も

承
認
さ
れ
た
。

　
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て
は
、田
中
由
雄

幹
事
長
か
ら
参
与
の
渡
辺
洋
子
氏
が
令

和
四
年
二
月
に
満
八
十
歳
と
な
ら
れ
永

年
に
渡
り
校
友
会
に
対
し
ご
尽
力
を
頂

き
ま
し
た
。そ
の
功
績
を
感
謝
し
感
謝

状
並
び
に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
い
旨
の

提
案
が
さ
れ
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

　
国
際
関
係
学
部
校
友
会
関
係
物
故

者
に
つい
て
は
田
中
由
雄
幹
事
長
か
ら
令

和
三
年
七
月
か
ら
令
和
四
年
六
月
ま
で

に
五
名
の
会
員
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
た

旨
事
務
局
に
連
絡
を
頂
い
た
会
員
を
一覧

表
と
し
た
。

　
会
報（
第
五
十
三
号
）発
行
に
つい
て
は

田
中
由
雄
幹
事
長
か
ら
昨
年
度
同
様
に

学
部
か
ら
渡
邊
学
部
長
・
相
良
事
務
局

長
、校
友
会
か
ら
横
山
会
長
、宮
下
副
会

長
、・
露
木
・
押
見
・
高
野
常
任
幹
事
、渡

辺
参
与
並
び
に
山
形
県
支
部
鈴
木
幹
事

長
の
方
々
に
原
稿
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、在
学
生
で
校
友
会
優
秀
賞
授

与
者
個
人
一
名
と
各
学
生
団
体
三
名
の

委
員
長
に
も
原
稿
を
依
頼
し
た
旨
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の一

環
で
毎
月
第
四
日
曜
日
午
前
九
時
か
ら

本
校
舎
西
側
道
路
両
側
歩
道
の
清
掃
作

業
を
実
施
し
て
い
る
。令
和
三
年
度
は
実

施
回
数
九
回
、一
〇
四
名
の
参
加
者
で

あ
っ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
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国
際
関
係
学
部
校
友
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
国
際
関
係
学
部
校
友
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
　
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
三
島
市
で
は

今
年
三
年
ぶ
り
に
三
嶋
大
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
十
六
日
の
頼

朝
公
旗
揚
げ
行
列
に
は
源
頼
朝
役
の

大
泉
洋
さ
ん
を
は
じ
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
出

演
の
四
名
の
方
々
が
参
加
し
大
盛
況

で
し
た
。

　
そ
ん
な
今
年
の
五
月
に
「
き
ず
な

清
掃
」
が
七
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

「
き
ず
な
清
掃
」
に
つ
い
て
は
今
ま

で
の
会
報
に
も
書
い
て
き
ま
し
た

が
、
二
〇
一
六
年
五
月
二
十
二
日
に

第
一
回
を
、
校
友
が
交
流
の
場
と
し

て
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
と
社
会
貢

献
を
目
的
と
し
て
毎
月
第
四
日
曜
日

に
始
め
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
一
月

か
ら
は
日
大
三
島
高
校
生
徒
会
の
役

「
き
ず
な
（
絆
）
」

横 

山 

雅 

人

国
際
関
係
学
部
校
友
会
会
長

渡
邊

　武
一
郎

国
際
関
係
学
部
学
部
長

　
秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
見
上
げ
る
富
士
山
が
清
々
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
際
関

係
学
部
校
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
、
心

よ
り
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
は
国
際
関
係
学
部
並
び
に

短
期
大
学
部
（
三
島
校
舎
）
の
研
究
・

教
育
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
助

員
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
会
役
員
が

交
替
し
て
も
し
っ
か
り
引
継
ぎ
し
て

続
け
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
大
学
生
と
教
員
、
職
員
も
参

加
し
て
オ
ー
ル
日
大
の
活
動
に
な
っ

て
い
っ
た
ら
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
七
年
目
に
入
っ
た
節
目
に
日
本

大
学
新
聞
社
に
取
材
を
し
て
い
た
だ

き
日
大
新
聞
に
活
動
の
様
子
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
今
号
に
特
集
と
し
て

「
き
ず
な
清
掃
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
に
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
参
加
者

の
感
想
（
コ
メ
ン
ト
）
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
活
動
は

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
校
友
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
号
よ
り
新
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。
校
友
の
今
を
お
届
け
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
大
学
で
は
母

校
と
日
大
人
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
誌
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ（
絆
）」を
、

校
友
会
会
報
誌
「
桜
縁
」
を
発
行
し

て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
校
友
紹

介
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
国

際
関
係
学
部
校
友
会
の
会
報
に
も
学

部
卒
業
生
の
今
を
お
届
け
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
第
一
回
目
は
国
際

関
係
学
部
三
期
生
で
脱
サ
ラ
を
し
て

農
産
物
の
加
工
品
を
販
売
す
る
事
業

を
始
め
た
森
本
さ
ん
（
旧
姓
丸
橋
さ

ん
）
が
登
場
し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧

 

「
ご 

挨 

拶
」

力
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
国
際
関
係
学
部
に
六
三

七
名
、
短
期
大
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
教
養

学
科
に
五
四
名
、
食
物
栄
養
学
科
に

八
八
名
、
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
に

一
七
名
、
大
学
院
国
際
関
係
研
究
科

に
は
六
名
、
更
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
同

じ
く
す
る
付
属
三
島
高
等
学
校
に
五

く
だ
さ
い
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し

て
同
期
や
先
輩
、後
輩
の
今
を
知
り
、

き
ず
な
が
深
ま
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
次
号
以
降
も
引
き
続
き
掲
載

し
て
い
き
ま
す
の
で
自
薦
他
薦
問
い

ま
せ
ん
、
掲
載
ご
希
望
の
方
は
国
際

関
係
学
部
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

八
四
名
、三
島
中
学
校
に
四
八
名
と
、

三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
一
，
四
三

四
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
全
て
の
在
校
生
、
在
学

生
大
学
院
生
を
合
わ
せ
る
と
約
五
，

〇
〇
〇
人
と
な
り
ま
す
。

　
国
際
関
係
学
部
に
は
、
新
た
に
今

年
度
か
ら
社
会
学
の
上
田
光
明
先

生
、
地
球
環
境
問
題
の
鈴
木
和
信
先

生
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
松
本
美
千
代

先
生
、
日
本
語
教
授
法
の
船
橋
瑞
貴

先
生
、
中
国
語
の
柳
宇
星
先
生
を
、

短
期
大
学
部
（
三
島
校
舎
）
に
は
給

食
経
営
管
理
論
の
小
山
ゆ
う
先
生
、

基
礎
栄
養
学
の
難
波
亜
紀
先
生
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
学
問
分
野
に
偏
ら

ず
様
々
な
分
野
の
研
究
を
さ
れ
て
い

る
先
生
方
が
い
る
の
が
三
島
キ
ャ
ン

パ
ス
の
特
徴
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

の
知
的
好
奇
心
に
十
分
応
え
る
事
が

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
四
年
度
は
久
し
ぶ
り
に
日
本

武
道
館
で
の
入
学
式
を
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
教
室
内

で
の
マ
ス
ク
の
着
用
が
求
め
ら
れ
、

一
部
の
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

の
実
施
が
続
い
て
い
ま
す
。部
活
動
・

サ
ー
ク
ル
活
動
も
様
々
な
制
限
が
掛

け
ら
れ
て
お
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
は

不
便
を
感
じ
て
い
る
か
と
思
い
ま
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す
。
　
　

　
そ
ん
な
中
、
こ
の
夏
は
三
島
キ
ャ

ン
パ
ス
に
嬉
し
い
出
来
事
が
続
き
ま

し
た
。
付
属
三
島
高
校
野
球
部
が
春

の
選
抜
大
会
に
続
い
て
、
第
一
〇
四

回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
夏
の

甲
子
園
出
場
は
33
年
ぶ
り
で
し
た
。

国
際
関
係
学
部
校
友
会
の
皆
様
に
も

ご
支
援
賜
り
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
国
際
関
係
学
部
で
は
プ
ロ
ゴ
ル
フ

で
国
際
関
係
学
部
を
卒
業
し
た
堀
川

未
来
夢
選
手
が
、
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ

選
手
権
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
出
来
事

で
し
た
。

　
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
は
終
息
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
少

し
ず
つ
日
々
の
日
常
を
取
り
戻
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
三
島
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
教
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま

す
。
国
際
関
係
学
部
校
友
会
の
皆
様

方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
校
友
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
校
友
の

皆
様
方
に
は
、
私
ど
も
国
際
関
係
学

部
・
短
期
大
学
部
（
三
島
校
舎
）
に

対
す
る
平
素
の
ご
支
援
・
お
力
添
え

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
が
止
ま
ら
ず
に
い
ま
す

が
、
令
和
四
年
度
の
前
期
授
業
に
関

し
て
は
五
月
十
八
日
か
ら
原
則
と
し

て
通
常
の
対
面
授
業
を
開
始
し
て
お

り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
制
約
は
あ
る

も
の
の
、
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
併
用
を
継
続
し
な
が
ら
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、
学

生
が
通
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
初
め
に
、
昨
年
発
生
し
た
本
学
の

一
連
の
不
祥
事
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

校
友
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
心

「
ご
挨
拶
」

相 

良 

浩 

三

国
際
関
係
学
部
事
務
局
長

配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
、
心
か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
都
度
掲
載
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
概
要
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
は
一
連
の
事
件
を
受
け
て

「
日
本
大
学
再
生
会
議
」
を
組
織
し
、

日
本
大
学
の
未
来
に
向
け
て
抜
本
的

な
改
革
を
行
う
こ
と
と
し
、「
第
三

者
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
原
因
究

明
と
再
発
防
止
策
の
策
定
を
し
て
い

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
三
月
三

十
一
日
に
は
、「
日
本
大
学
再
生
会

議
の
答
申
書
」
及
び
「
第
三
者
委
員

会
の
調
査
報
告
書
」
を
提
出
頂
き
ま

し
た
。
大
学
は
こ
の
答
申
及
び
調
査

結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
二
度
と

今
回
の
よ
う
な
不
祥
事
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、改
革
の
方
針
を
立
て
ま
し
た
。

四
月
に
は
「
本
法
人
の
今
後
の
対
応

及
び
方
針
に
つ
い
て
」
を
作
成
し
、

文
部
科
学
省
に
報
告
を
行
い
、
健
全

な
管
理
運
営
体
制
の
構
築
に
向
け
た

改
革
を
推
進
す
る
こ
と
を
公
表
い
た

し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
今
回
の
事

件
が
規
範
意
識
の
欠
如
に
起
因
す
る

こ
と
を
反
省
し
、「
学
校
法
人
日
本

大
学
行
動
規
範
」
を
四
月
一
日
に
制

定
い
た
し
ま
し
た
。
我
々
教
職
員
は
、

今
後
は
こ
の
規
範
に
則
っ
て
行
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
七
月
一
日
に
は
、
新
た
な
理
事
及

び
評
議
員
で
構
成
さ
れ
た
法
人
役
員

を
決
定
し
、
新
体
制
を
発
足
い
た
し

ま
し
た
。
新
理
事
長
に
は
林
真
理
子

理
事
長
が
、
第
十
五
代
日
本
大
学
学

長
に
は
酒
井
健
夫
学
長
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
て
お
り
ま
す
。
新
体
制
は
、

新
理
事
二
十
四
人
、
新
監
事
四
人
、

新
評
議
員
四
十
九
人
で
、
本
学
初
の

女
性
理
事
と
し
て
林
理
事
長
を
含
む

九
人
を
起
用
し
、
評
議
員
も
十
四
人

の
女
性
を
選
任
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　
九
月
二
日
開
催
の
理
事
会
で
は
、

新
た
な
「
管
理
運
営
の
基
本
方
針
」

及
び
「
教
学
に
関
す
る
基
本
方
針
」

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
方
針
に
基
づ
き
、
新
生
日
大
を
目

指
し
て
、
信
頼
の
回
復
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

学
生
・
生
徒
が
安
心
し
て
充
実
し
た

学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
学
生
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
業
務
を
遂
行

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
六
月
に
は
、
国
際
関

係
学
部
校
友
会
か
ら
、
三
島
学
園
開

設
七
十
五
周
年
記
念
と
し
て
、
時
計

台
一
式
を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。
太

陽
電
池
式
の
時
計
台
は
正
門
を
入
っ

て
す
ぐ
十
五
号
館
の
南
口
に
設
置
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
案
内
表
示
も
付
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
贈
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
重
要
事
業
整
備
計
画
と

し
て
申
請
し
て
い
た
「
国
際
関
係
学

部
図
書
館
兼
管
理
棟
新
築
工
事
」
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。
今
年
二
月
に
は
本
部
管
財
部
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
新
校
舎
の
基
本

設
計
が
完
了
し
、
現
在
実
施
設
計
の

終
盤
を
む
か
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
国
際
関
係
学
部
・
短
期
大
学
部（
三

島
校
舎
）
は
、
学
生
の
教
育
・
学
生

生
活
環
境
の
充
実
に
向
け
て
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
校
友
会
の
皆
様
に
は
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
際
関

係
学
部
校
友
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

校
友
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
学
を
卒
業
し
早
四
十
数
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
大
学
も
、
以
前
か
ら
あ
っ
た

男
性
的
な
、豪
傑
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

知
的
で
し
な
や
か
優
し
い
イ
メ
ー
ジ

に
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
社
会
で
注
目
を
浴
び
な
が

ら
大
学
経
営
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生

へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
問
題
へ
瞬

時
の
対
応
を
狭
ま
れ
る
状
況
が
続

き
、
渡
邊
武
一
郎
学
部
長
は
じ
め
多

く
の
先
生
方
も
大
変
な
ご
苦
労
ご
心

痛
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
様
々
な

難
し
い
環
境
の
中
、
国
際
関
係
学
部

を
運
営
さ
れ
て
い
る
学
校
関
係
者
の

皆
様
に
は
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
自
身
も
日
本
大
学
の
話
題
が
出

る
度
に
、
卒
業
生
と
し
て
『
頑
張
れ

日
本
大
学
!!
』
と
心
の
中
で
叫
ん
で

お
り
ま
す
。

　
四
十
数
年
前
、
一
期
生
と
し
て
大

変
お
世
話
に
な
り
当
時
と
し
て
は
大

変
珍
し
い
国
際
関
係
学
科
で
学
び
、

「
国
際
関
係
学
部
在
学
に
感
謝
」

宮 

下 

公 

雄

国
際
関
係
学
部
校
友
会
副
会
長

中
国
へ
の
語
学
研
修
、
ク
ラ
連
活
動

な
ど
現
在
の
私
の
基
盤
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
素
晴
ら
し
い
経
験
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
中
国
へ
の
四
十
日

間
の
語
学
研
修
は
私
に
と
っ
て
は
今

で
も
大
変
な
宝
物
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
北
京
語
言
学
院
で
の
語
学
研
修
、

六
中
全
会
と
い
う
中
国
で
も
代
表
的

な
国
会
の
開
催
中
、
議
事
堂
の
正
面

に
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
付
け
て
し
ま
い

兵
隊
さ
ん
に
、
酷
く
怒
ら
れ
た
事
。

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

上
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
貨
幣
価
値
の

差
が
多
く
あ
る
の
に
拘
わ
ら
ず
、
毎

日
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
繰
り
返

し
、
帰
国
直
前
の
食
事
会
に
は
あ
ま

り
の
態
度
の
悪
さ
か
ら
給
仕
の
方
か

ら
ホ
ー
ク
、
ナ
イ
フ
を
テ
ー
ブ
ル
の

真
ん
中
に
投
げ
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

事
、
今
と
な
っ
て
は
顔
が
赤
面
す
る

く
ら
い
恥
ず
か
し
い
経
験
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
私
は
、
仕
事
柄
、
学
生

と
交
流
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
特
に
現
在
の
大
学
三
年
生
、
四

年
生
は
三
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外

研
修
も
で
き
ず
に
、
多
く
の
犠
牲
を

払
っ
て
お
り
ま
す
。そ
ん
な
中
で
も
、

明
る
く
た
く
ま
し
く
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
学
生
を
見
る
に

つ
け
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
現
在
の

日
本
の
学
生
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
あ

な
い
な
、
立
派
だ
な
と
感
心
し
て
お

り
ま
す

　
最
近
で
は
、
就
活
活
動
の
傍
ら
イ

ン
タ
ー
ン
を
体
験
す
る
学
生
が
多
い

様
で
す
。
仕
事
先
の
学
生
も
何
週
間

か
見
な
い
う
ち
に
イ
ン
タ
ー
ン
先
の

事
業
で
多
く
の
成
功
体
験
を
経
験
し

一
回
り
成
長
し
て
く
る
学
生
姿
を
見

て
、
私
自
身
国
際
関
係
学
部
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
当
時
、
夜
勤
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
プ
リ
ン
タ
ー
の
耐
久
試

験
や
、
工
場
で
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の

製
作
、
建
物
の
改
装
工
事
な
ど
色
々

な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

事
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

　
四
十
数
年
前
、
お
世
話
に
な
っ
た

国
際
関
係
学
部
で
の
経
験
、
三
島
で

の
生
活
す
べ
て
が
今
で
も
色
褪
せ
ず

に
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
学

生
の
皆
様
は
す
べ
て
の
時
間
を
無
駄

に
せ
ず
に
、
様
々
な
事
を
身
に
着
け

て
い
た
だ
き
、
社
会
に
出
た
と
き
に

細
部
に
ま
で
気
が
付
く
、
し
な
や
か

さ
を
持
っ
た
新
し
い
時
代
の
卒
業
生

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
事
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
終
息
後
、
学
生
の
皆
様
、

卒
業
生
の
皆
様
が
世
界
中
で
活
躍
事

を
期
待
い
た
し
ま
し
て
結
び
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

露
木

　ひ
ろ
み

国
際
関
係
学
部
校
友
会
常
任
幹
事

　
校
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
時
代
に
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
て

く
る
、
自
然
の
威
力
の
大
き
さ
に
人

間
の
力
は
小
さ
い
も
の
だ
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
大
学
短
期
大

学
部
工
科
建
築
科
を
私
が
卒
業
し
た

一
九
七
九
年
は
そ
れ
ま
で
十
九
年
間

続
い
た
高
度
経
済
成
長
期
後
の
安
定

成
長
期
の
時
代
で
す
。
そ
の
年
、
国

際
関
係
学
部
が
開
設
さ
れ
工
科
建
築

科
・
機
械
科
の
学
生
は
募
集
停
止
と

な
り
、
私
の
卒
業
一
年
後
建
築
科
・

機
械
科
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
時

 

「
縁
」

代
の
流
れ
の
な
か
、
平
穏
な
時
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
入
学
し
ダ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
日

大
桜
潜
会
）
に
入
部
し
ま
し
た
。
ダ

イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
顧
問
監
督
は
岡
野

平
先
生
で
し
た
。
そ
し
て
、
設
計
製

図
の
先
生
で
し
た
。
知
っ
て
入
部
を

し
た
わ
け
で
は
な
く
縁
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ま
し
た
。

　
必
修
科
目
の
設
計
製
図
授
業
に
は

課
題
製
図
作
成
提
出
が
あ
り
、
提
出

期
限
時
間
は
一
秒
遅
れ
て
も
受
け
付

け
ら
れ
ず
未
提
出
と
な
り
、
留
年
が

待
っ
て
い
る
と
い
う
過
酷
な
授
業
で

し
た
。
卒
業
後
、
先
生
に
仕
事
で
の
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弱
音
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
た
と
思

う
。「
二
年
間
で
大
学
生
の
四
年
間

の
内
容
を
勉
強
し
た
ん
だ
ぞ
。
な
ん

で
も
頑
張
れ
る
。」
と
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
も

ず
っ
と
心
強
い
励
ま
し
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
授
業
は
大
変
で
し
た
が
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
お
か
げ
で
た

く
さ
ん
の
先
輩
方
と
交
流
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
三
島
キ
ャ
ン
パ

ス
に
一
年
間
在
学
し
て
い
た
法
学

部
・
経
済
学
部
・
商
学
部
・
文
理
学

部
の
先
輩
方
も
集
ま
り
年
五
回
の
合

宿
で
顔
を
合
わ
せ
ま
す
。
昼
間
は
素

潜
り
・
ス
キ
ュ
ー
バ
の
訓
練
、
夜
は

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
手
銛
で
突

い
た
魚
を
お
か
ず
に
夕
食
、
続
い
て

反
省
宴
会
へ
。
先
生
・
先
輩
・
後
輩

の
区
別
も
な
い
素
晴
ら
し
い
仲
間
に

入
れ
て
い
た
だ
け
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
一
瞬
芸
な
ど
の
余
興

を
教
わ
り
ｅ
ｔ
ｃ
． 

こ
れ
ら
は
社
会

へ
出
る
準
備
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
経
験
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
仕
事
を
続
け
て

い
く
今
も
、
人
と
接
し
て
い
く
中
で

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
を
し
て
四
十
三
年
、
建
築
科
卒

業
の
同
期
の
仲
間
で
二
ヶ
月
に
一
度

定
例
宴
会
が
続
い
て
い
ま
す
。
近
頃

の
話
題
は
「
健
康
」
が
多
く
な
り
ま

し
た
（
笑
）、酒
の
量
も
減
り
ま
し
た
。

が
、
学
生
時
代
に
戻
っ
て
し
ま
え
る

会
話
は
終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
同

じ
時
代
の
時
間
を
過
ご
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
か
な
か
収
ま
ら
な

い
中
、
人
と
会
う
機
会
が
減
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
「
生
の
人
間
」
と

時
を
共
に
す
る
、
人
と
つ
な
が
っ
て

い
る
事
は
大
切
な
こ
と
。
そ
れ
ら
を

教
え
て
く
れ
た
先
生
・
先
輩
方
・
仲

間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

押
見

　恵
美
子

国
際
関
係
学
部
校
友
会
常
任
幹
事

　
令
和
四
年
、
三
年
ぶ
り
の
行
動
制

限
の
な
い
夏
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。「
制
限
な
し
」
と
言
っ
て
も
、

高
齢
の
義
母
を
か
か
え
て
お
り
、
地

域
の
感
染
者
数
で
行
動
制
限
し
た

り
、
身
近
に
感
染
者
が
出
た
為
外
出

自
粛
を
し
た
り
と
、
少
し
先
の
予
定

も
立
て
ら
れ
な
い
の
が
現
実
で
す
。

義
母
は
令
和
元
年
暮
れ
、
転
ん
で
大

腿
骨
の
骨
折
を
し
、
手
術
、
リ
ハ
ビ

リ
、
退
院
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
。
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
感
染
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
時
期
で
し

 
「
新
し
い
生
活
」

た
。
義
母
が
退
院
後
で
な
い
と
行
え

な
い
リ
フ
ォ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

へ
の
送
り
出
し
、
迎
え
入
れ
、
色
々

な
時
間
の
や
り
繰
り
に
、
こ
の
ま
ま

で
は
仕
事
と
の
両
立
は
無
理
で
あ
る

と
考
え
、
私
は
仕
事
を
辞
め
る
事
に

し
ま
し
た
。
定
年
ま
で
少
し
あ
り
ま

し
た
が
、残
念
と
思
う
気
持
ち
よ
り
、

こ
れ
ま
で
勤
め
続
け
る
事
が
出
来
て

ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
の
方
が
な
ぜ
か

大
き
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
義
姉

夫
婦
に
助
け
て
も
ら
い
私
も
仕
事
の

引
継
ぎ
等
終
え
、
退
院
し
た
義
母
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
始
め
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
が
始
ま
っ
た
頃
に
、
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
体
温
測
定

や
マ
ス
ク
使
用
も
常
時
と
な
り
生
活

の
注
意
事
項
は
多
岐
に
及
び
、
ワ
ク

チ
ン
の
予
約
を
何
と
か
済
ま
せ
、
濃

厚
接
触
者
の
定
義
を
調
べ
、
三
密
を

防
ぎ
と
、
今
ま
で
に
無
い
生
活
を
な

ん
と
か
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。

何
処
か
ら
、
ど
の
様
に
起
こ
る
か
予

測
出
来
な
い
感
染
は
介
護
者
を
抱
え

る
家
族
に
と
っ
て
、「
県
外
に
務
め

て
い
る
家
族
が
い
る
場
合
施
設
利
用

を
遠
慮
し
て
ほ
し
い
」
と
か
、「
県

外
者
と
の
接
触
の
有
る
無
し
の
確

認
」
な
ど
、
様
々
な
制
約
が
課
さ
れ

ま
し
た
。
県
外
に
住
む
子
供
や
孫
た

ち
に
も
当
分
こ
ち
ら
に
来
な
い
で
ほ

し
い
と
お
願
い
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
れ
く

ら
い
は
良
い
だ
ろ
と
思
う
事
が
大
変

な
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
恐
怖
に
似
た
感
情
を
持
っ
て
い
た

様
に
思
い
ま
す
。
今
で
は
何
処
で
誰

が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

な
ん
だ
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
な
い

と
何
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
日
常
を
送
る
事
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
悲
し
い
出
来
事
も
あ

り
ま
し
た
。
令
和
三
年
夏
に
起
き
た

熱
海
伊
豆
山
の
土
石
流
災
害
で
、
一

緒
に
働
い
て
い
た
人
を
亡
く
し
ま
し

た
。
安
否
未
確
認
の
ま
ま
二
か
月
を

過
ご
し
ま
し
た
。
世
界
で
は
令
和
四

年
二
月
に
起
き
た
侵
略
戦
争
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
そ
し
て
ネ
ッ
ト
か
ら
、
私

達
は
情
報
を
簡
単
に
得
ま
す
が
、
で

も
そ
の
情
報
が
正
し
い
か
ど
う
か
判

断
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
。
コ
ロ

ナ
に
対
す
る
対
応
も
日
々
変
わ
り
、

災
害
の
起
き
る
で
あ
ろ
う
気
象
の
状

況
も
変
化
し
、
戦
争
も
お
互
い
が
被

害
者
で
あ
る
よ
う
な
情
報
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
勝
手
に
思
い
こ
む
事
は
と

て
も
危
険
で
、
話
せ
る
人
や
聞
い
て

く
れ
る
人
が
身
近
に
い
な
い
と
生
活

が
と
て
も
苦
し
く
な
る
。仕
事
で
も
、

家
庭
で
も
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

優
し
く
あ
り
た
い
。「
会
い
た
い
人

に
会
い
・
行
き
た
い
所
に
行
き
・
嬉

し
い
こ
と
を
し
て
・
選
び
た
い
も
の

を
選
び
・
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
」

誰
も
が
そ
れ
が
普
通
だ
よ
と
言
え

る
、
誰
も
が
長
生
き
し
て
も
困
ら
な

い
、
病
気
を
し
て
も
ち
ゃ
ん
と
診
て

も
ら
い
、
子
供
達
も
外
で
遊
び
、
見

守
る
大
人
も
幸
せ
、
心
配
や
諦
め
の

無
い
生
活
に
な
る
よ
う
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。
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令
和
の
時
代
に
な
り
、
大
学
生
た

ち
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
を
校
友
会
活
動
を
通
じ
て
実

感
し
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
流
れ
が

一
段
と
加
速
し
て
い
る
の
は
明
ら
か

で
し
ょ
う
。

　
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
る
ス

マ
ホ
を
全
員
が
使
い
、
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
双
方
向
で
簡
易
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
る
こ
と
が
で
き
る
時

代
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自
分
の
趣
味
や
嗜
好
に

あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
繋
が
り
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で

友
人
と
交
流
す
る
世
代
で
す
。

　
大
学
の
案
内
や
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
、
授
業
は
リ
モ
ー

ト
で
受
講
し
、
レ
ポ
ー
ト
も
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
で
す
。
就
活
も
そ
れ

ぞ
れ
就
職
指
導
課
を
介
さ
ず
個
人
で

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ア
ル
に
通
学
し
な
く
て
も
場
所

「
新
時
代
の
校
友
会
の
あ
り
か
た
」

高  

野

　 誠

国
際
関
係
学
部
校
友
会
常
任
幹
事

を
選
ば
ず
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ 

や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
勉
強
や
疑
似
体
験
が
で
き

ま
す
。

　
実
際
、
学
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行

く
こ
と
が
激
減
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
で
は
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、

大
学
祭
と
い
っ
た
大
学
生
活
の
メ
イ

ン
の
交
流
機
会
も
不
活
発
に
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
大
学
生
時
代
に
一
緒
に
ゼ
ミ
や

サ
ー
ク
ル
サ
ー
ク
ル
で
苦
楽
を
共
に

し
？
一
生
の
友
人
を
つ
く
る
な
ん
て

い
う
時
代
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
本
学
に
限
ら
ず
十
数
年
前

か
ら
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
卒
業
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
は
不
人
気
だ
そ
う
で
、

校
友
会
の
事
業
に
参
加
す
る
若
い
年

代
の
卒
業
生
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
感

じ
で
す
。

　
こ
ん
な
環
境
化
の
中
で
、
校
友
会

は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
姿
で
活
動
を
し

て
い
く
の
か
？

　
少
な
く
と
も
、
同
期
同
世
代
と
の

再
会
の
場
と
し
て
の
機
会
の
提
供
だ

け
で
は
存
続
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
面
は
、
卒
業
生
Ｏ
Ｂ
と
し
て
現

役
学
生
の
支
援
や
、
母
校
の
発
展
に

寄
与
す
る
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
、

今
後
十
年
二
十
年
後
の
校
友
会
の
在

り
方
を
議
論
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
本

学
の
体
制
や
組
織
の
構
造
改
革
が
成

功
し
、
日
本
大
学
の
今
後
の
イ
メ
ー

ジ
や
人
気
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
校
友
会
組
織
も
自
然
と
活
性

化
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
両
輪
で
の

議
論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

渡 

邉 

洋 

子

前
国
際
関
係
食
栄
講
師

国
際
関
係
学
部
校
友
会
参
与

　
校
友
会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に

御
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
長

い
間
校
友
会
参
与
と
し
て
皆
様
の
御

力
添
え
を
い
た
だ
き
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
八
十
歳
を
迎
え
、

今
ま
で
歩
ん
で
来
た
道
の
中
で
、
如

何
に
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

か
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
た
自
叙
伝
を
「
思

い
出
め
く
り
」
と
し
て
出
版
致
し
ま

し
た
。
祝
賀
会
に
は
前
学
部
長
佐
藤

 

「
思
い
出
め
く
り
」三

武
朗
先
生
、
衆
議
院
議
員
細
野
豪

志
先
生
、
参
議
院
議
員
若
林
洋
平
先

生
な
ど
多
く
の
方
々
に
祝
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
織
物
に
は
縦
糸
と
横
糸
と
が
あ
り

完
成
さ
れ
ま
す
。
あ
る
時
は
縦
糸
に

な
り
又
あ
る
時
は
横
糸
と
な
り
皆
様

と
共
に
仕
上
げ
て
き
ま
し
た
。
本
の

内
容
は
生
い
立
ち
、
食
栄
時
代
、
赤

堀
料
理
学
園
時
代
の
こ
と
、
料
理
、

茶
道
、
書
道
、
華
道
の
恩
師
、
日
大

講
師
と
し
て
教
え
た
調
理
学
や
フ
ー

ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
日
本
の
食
文

化
を
担
当
し
、
四
十
年
の
歳
月
を

送
っ
た
日
々
な
ど
で
す
。
そ
の
時
の

教
え
子
は
六
十
代
に
向
か
っ
て
お
り

ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
で
は
野
中
美
香
様

に
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
き
、
昔
の
思

い
出
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
又

人
助
け
や
書
の
作
品
の
こ
と
、
特
に

三
島
駅
に
隣
接
す
る
校
舎
の
ロ
ビ
ー

に
佐
藤
先
生
の
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た

詩
を
書
き
木
の
板
と
共
に
飾
っ
て
あ

る
こ
と
な
ど
、
私
の
日
大
に
残
し
た

唯
一
の
も
の
で
す
。
赤
堀
料
理
学
園

の
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
教
室
で

食
卓
の
演
出
を
担
当
し
静
岡
ガ
ス
料

理
教
室
は
三
十
年
、
富
士
紡
績
の
教

室
も
三
十
年
、
地
域
の
学
校
給
食
の

方
々
と
の
実
習
な
ど
そ
し
て
室
伏
先

生
の
町
お
こ
し
に
参
加
し
戸
田
村
の

深
海
魚
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
な
ど
様
々
な

魚
の
調
理
学
を
研
究
し
た
の
も
良
い

思
い
出
で
す
。

　
私
の
翠
月
学
園
で
は
翠
月
古
流
華

道
、
茶
道
、
料
理
、
書
道
、
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
教
え
て
お
り
ま
す
。

幸
せ
で
あ
っ
た
の
は
恩
師
小
佐
野
先

生
、
斉
藤
先
生
と
共
に
帖
地
学
の
仕

事
が
出
来
た
事
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
時
代
に
勇
気
を
出
し
た
祖
母

の
生
き
ざ
ま
を
見
て
お
り
ま
し
た
。
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

祖
母
は
自
分
の
お
小
遣
い
の
半
分
は

自
分
の
為
に
使
い
、
新
し
い
タ
オ
ル

を
か
い
雑
巾
を
縫
い
、
役
所
に
届
け

た
り
各
施
設
に
配
っ
た
り
し
ま
し
た
。

私
も
そ
の
影
響
で
私
の
携
わ
っ
た
会

で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
開
き
、
市
や
施

設
、
そ
し
て
被
災
地
域
な
ど
に
送
り

ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
は
五

十
七
回
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
出
来

る
範
囲
で
一
日
一
善
を
尽
く
す
事
が

大
事
な
こ
と
で
す
。
学
生
に
も
教
え
、

自
分
で
も
実
践
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
戦
争
で
父
を
失
っ
た
私
で
す
。
多

く
の
人
々
が
戦
後
七
十
七
年
過
ぎ
て

校
友
会
優
秀
賞
受
賞
者

古
川

　龍
之
介

国
際
総
合
政
策
学
科
四
年

　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
校
友
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
山
形
県
支
部
の
活
動
に

対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
嗚
呼
、
思
い
出
の
大
学
生
活
よ
」

三 

森 

直 

毅

山
形
県
支
部

　幹
事（
会
計
担
当
）

国
際
関
係
学
部
・
短
大
三
島
校
友
会

　
私
は
平
成
一
八
年（
二
〇
〇
六
年
）

に
日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
か
ら

「
世
界
を
股
に
か
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
」
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
国
際

関
係
学
部
・
国
際
関
係
学
科
へ
入
学

し
、
四
年
間
三
島
で
楽
し
く
学
び
過

ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
振
り
返
る
と
大
学
生
活
は
楽
し
い

思
い
出
ば
か
り
で
し
た
。
飲
み
会
の

多
い
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
り
何
度

も
酔
い
つ
ぶ
れ
、
ケ
ー
タ
イ
が
真
っ

二
つ
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部
に
入
部
し
、
音

楽
性
が
合
わ
ず
相
方
と
大
喧
嘩
し
た

こ
と
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
対
抗
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
で
仲
間
が
緊
張
し
失
神

し
た
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
と
良
い
友
人
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
大
学
二
年
生
の
と
き
に
は
大
学
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
短
期
留
学
も
経
験
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
英
語
が
ペ
ラ
ペ

ラ
に
な
れ
ば
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、

期
待
と
不
安
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
。
英
語
ペ
ラ
ペ

ラ
は
無
理
で
し
た
が
、
今
で
も
連
絡

を
取
り
合
う
親
友
が
で
き
、
そ
こ
で

知
り
合
っ
た
日
本
人
の
女
の
子
と
付

き
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
現
在
は
地
元
の
山
形
に
戻
り
、「
世

界
を
股
に
か
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
」
で
は
な
く
地
域
密
着
の
金
融
機

関
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
大

学
入
学
当
初
の
夢
は
叶
わ
な
か
っ
た

も
の
の
、
最
近
の
円
安
や
物
価
高
騰

で
お
客
様
が
不
安
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
と
き
で
も
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
学
ん

だ
金
融
論
や
経
済
学
を
活
か
し
わ
か

　
私
が
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
に

入
学
し
、早
三
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

所
属
す
る
ゴ
ル
フ
部
で
の
思
い
出
の

数
々
は
、私
の
人
生
に
お
い
て
か
け

が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
大
学
ゴ
ル
フ
部
は
輝
か
し
い

歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、部
員
約
百
三

十
名
を
抱
え
る
と
て
も
大
き
な
部
活

動
で
す
。ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
て

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た

が
、特
に
寮
生
活
で
は
人
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。社
会

人
に
必
要
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、更

に
は
ゴ
ル
フ
の
技
術
を
教
え
て
下
さ

る
優
し
い
先
輩
方
。私
を
慕
っ
て
く

れ
る
後
輩
た
ち
。誰
よ
り
も
仲
間
思

い
な
同
期
た
ち
。こ
う
し
た
部
の
仲

間
た
ち
と
共
同
生
活
を
す
る
中
で
、

寂
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、こ
の
素
晴
ら
し
い
仲
間

た
ち
も
競
技
者
で
あ
る
以
上
は
ラ
イ

バ
ル
で
す
。互
い
に
日
本
一
を
争
う

ラ
イ
バ
ル
と
日
頃
か
ら
切
磋
琢
磨
し

競
技
に
打
ち
込
む
こ
と
は
、他
の
環

境
で
は
決
し
て
経
験
で
き
な
い
こ
と

で
あ
り
、そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
下

さ
っ
た
日
本
大
学
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
入
部
当
初
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る

こ
と
が
目
標
で
、日
本
一
な
ん
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
が
運
に
も
恵
ま

れ
一
年
生
の
春
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
候
補

と
し
て
多
く
の
合
宿
に
参
加
さ
せ
て

も
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。
一
日
も
早

く
平
和
な
世
が
来
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
翠
月
学
園
祭
の
十
月
八
日
、
九

日
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
募
金
を
致
し
ま

す
。
少
し
で
も
皆
の
心
が
通
じ
合
い
、

お
互
い
を
助
け
合
う
平
和
な
世
の
中

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
過
日
は
横
山
会
長
、
そ
し
て
田
中

事
務
局
長
よ
り
校
友
会
か
ら
賞
状
と

記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
校
友
会
の

皆
様
の
御
多
幸
と
ご
反
転
を
心
か
ら

願
い
ま
し
て
、
長
き
に
渡
る
皆
様
の

御
厚
情
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
教
授
で
あ
る
円

居 

総
一
先
生
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
会
っ
た
女

の
子
と
は
そ
の
後
結
婚
し
、
妻
に
な

り
山
形
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
窮
屈
な
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
三
島
で
過
ご

し
た
楽
し
い
日
々
を
思
い
出
し
、
ま

た
い
つ
か
妻
と
子
ど
も
を
連
れ
て
、

思
い
出
の
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
行
け

る
事
を
願
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
国
際
関
係
学

部
の
更
な
る
発
展
と
校
友
会
な
ら
び

に
校
友
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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国
際
教
養
学
科
四
年

各
団
体
代
表
者

「
文
化
会
」山 

本 

岳 

都

　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
に
入
学

し
、Jazz

＆Fusion

研
究
部
に
所

属
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り

制
限
が
多
く
か
か
っ
た
中
で
の
部
活

動
や
大
学
生
活
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
や
仲
間
、
そ
し
て
両
親

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

つ
つ
有
意
義
な
時
間
を
送
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
す
。

　
現
在Jazz

＆Fusion

研
究
部
は

十
四
人
部
員
が
お
り
、
十
二
号
館
五

階
の
奥
の
教
室
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
平
日
の
練
習
は
個
人
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
練
習
や
富
桜
祭
等
で
披
露
す

る
曲
を
全
体
で
合
わ
せ
た
り
し
て
お

り
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
時
や
、

初
心
者
の
方
も
い
ま
す
が
、
先
輩
や

仲
間
に
相
談
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
り
し
ま
す
。

　
音
楽
を
通
じ
て
「
自
主
性
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
残

り
短
い
大
学
生
活
や
社
会
人
に
な
っ

て
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
残
る
と
こ
ろ
今
年
も

わ
ず
か
で
す
が
、
さ
ら
に
充
実
し
た

大
学
生
活
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
私
が
本
学
部
に
入
学
し
、
サ
ッ

カ
ー
部
と
し
て
の
活
動
も
二
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
私
が
サ
ッ
カ
ー
部
に

入
部
し
た
き
っ
か
け
は
好
き
な
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
た
い
と
い
う
至
っ
て
単

純
な
理
由
で
し
た
。
さ
ら
に
、
監
督

が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
、
試
合
構
築
を
す

る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
選
手
自
身

で
考
え
る
と
い
う
自
主
性
を
重
視
し

て
い
る
点
が
私
に
と
っ
て
入
部
を
決

め
る
大
き
な
理
由
で
し
た
。

　
し
か
し
、
入
学
当
初
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

満
足
な
体
育
会
ラ
イ
フ
も
送
れ
な
い

頂
い
た
り
、秋
に
は
実
際
に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
試
合
で
起
用
し
て
頂
い

た
り
と
段
階
を
踏
ん
で
い
く
中
で
部

の
中
心
選
手
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま

れ
、技
術
だ
け
で
な
く
心
身
共
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
、三
年
次
に
は
地
元
で
あ
る
東

北
ア
マ
チ
ュ
ア
、そ
し
て
文
部
科
学

大
臣
杯
日
本
学
生
で
優
勝
し
、更
に

は
主
将
を
務
め
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
長
を
常
に
見
守
り
指

導
し
て
下
さ
っ
た
、監
督
、コ
ー
チ
の

存
在
は
と
て
も
偉
大
で
あ
り
、心
か

ら
尊
敬
し
て
い
ま
す
。こ
の
先
に
控

え
る
関
東
秋
季
リ
ー
グ
戦
、そ
し
て

全
国
の
団
体
戦
で
あ
る
常
陸
宮
杯
で

は
男
女
共
に
優
勝
し
、結
果
で
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
生
活
は
残
り
半
年
と
な
り
ま

し
た
。歴
史
と
伝
統
を
私
が
責
任
を

持
ち
、後
輩
た
ち
に
引
き
継
い
で
も

ら
え
る
よ
う
最
後
ま
で
や
り
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、家
族
を
始
め
と
し
た
、こ

れ
ま
で
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
全
て

の
人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
競
技
人
生
で
得
た

学
び
と
経
験
を
活
か
し
、多
く
の
人

か
ら
応
援
さ
れ
る
選
手
を
目
指
し
て

卒
業
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ま
、
一
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
二
年
生
に
な
り
部
長
に
な
る
こ

と
を
決
心
し
ま
し
た
。
私
自
身
が
本

気
で
チ
ー
ム
を
変
え
た
い
と
い
う
強

い
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す
る
中
、

部
員
は
な
か
な
か
増
え
ず
苦
労
し
ま

し
た
が
、
勧
誘
活
動
な
ど
の
広
報
を

続
け
て
い
っ
た
こ
と
で
多
く
の
仲
間

が
増
え
ま
し
た
。
や
は
り
チ
ー
ム
結

成
当
初
は
全
員
で
同
じ
方
向
性
を
持

つ
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
今
で

は
全
員
が
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
活

動
で
き
て
い
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て

最
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
活
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
ス

ポ
ー
ツ
の
重
要
性
、
仲
間
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
汗
を
流
せ
る
仲
間
が
い
る
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
幸
せ
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
一

緒
に
活
動
し
て
い
く
上
で
お
互
い
に

高
め
合
う
ラ
イ
バ
ル
た
ち
の
存
在
も

欠
か
せ
な
い
で
す
し
、
残
り
の
時
間

を
ど
う
過
ご
す
か
は
と
て
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
大
会
日
程
な
ど
の
変

更
も
多
々
あ
る
今
、
部
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
保
つ
か
、
部
長

と
し
て
も
日
々
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
体
育
会
会
長

を
経
験
で
き
た
こ
と
で
、
何
が
出
来

る
か
を
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
覚
と
責

任
感
を
強
く
持
ち
、
行
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
、

伸
び
伸
び
と
活
動
が
行
え
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
体
育
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
中
学
校
、
高
校
と
六
年
間
学
園
祭

実
行
委
員
会
を
続
け
て
き
た
私
は
、

当
然
の
よ
う
に
富
桜
祭
実
行
委
員
会

に
所
属
し
ま
し
た
。
そ
し
て
当
然
の

よ
う
に
対
面
式
の
学
園
祭
を
運
営
で

き
る
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
世
の
中

で
は
自
粛
生
活
が
始
ま
り
、
授
業
も

す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

富
桜
祭
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
と

し
て
青
春
を
謳
歌
し
て
き
た
私
は
ど

こ
に
怒
り
と
悔
し
さ
を
ぶ
つ
け
れ
ば

　国
際
教
養
学
科
三
年

「
体
育
会
」尾 

崎 

大 

翔

　国
際
総
合
政
策
学
科
三
年

「
富
桜
祭
」茂 

野 

友 

哉
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い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
こ
そ
は
、
と
ど
こ
か
歯
が
ゆ
い

思
い
で
二
年
生
に
な
り
ま
し
た
が
、

感
染
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
引
き
続
き

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

確
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
地
元
と
飲

食
店
を
取
材
す
る
企
画
や
学
生
団
体

の
活
動
を
紹
介
す
る
企
画
で
富
桜
祭

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
対
面
ら
し
い
活
気

を
味
わ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
音
声
、

画
面
上
の
文
字
や
写
真
で
は
到
底
表

現
で
き
な
い
空
間
を
作
り
だ
し
、
来

場
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
の
笑
顔
、

模
擬
店
を
出
店
す
る
学
生
、
生
き
生

き
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る

学
生
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
学
園
祭

の
醍
醐
味
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
の

青
春
で
す
。
ど
う
し
て
も
諦
め
き
れ

な
い
私
は
、
残
っ
て
く
れ
た
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
対
面
の
富
桜
祭
を
是

が
非
で
も
復
活
さ
せ
た
い
、
活
気
を

取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
で
今
年

度
の
富
桜
祭
テ
ー
マ
を
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
と
定
め
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

再
生
、
復
活
と
い
う
意
味
の
と
お
り
、

過
去
の
企
画
に
ひ
ね
り
を
加
え
復
活

さ
せ
、
後
世
に
軌
道
を
戻
す
役
割
を

担
い
ま
す
。
今
年
度
は
現
実
的
な
課

題
を
考
慮
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
学
生

団
体
に
よ
る
学
術
的
な
企
画
を
展
開

し
つ
つ
、
地
元
の
企
業
や
団
体
の
力

も
お
借
り
し
て
三
島
全
体
を
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
暗
中
模
索
の
状
態
で
始
ま

り
、
事
あ
る
ご
と
に
壁
に
ぶ
つ
か
っ

て
き
た
富
桜
祭
準
備
も
少
し
ず
つ
形

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
態
に

見
舞
わ
れ
た
世
の
中
に
、
大
学
生
活

に
、
そ
し
て
富
桜
祭
に
少
し
で
も
活

気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
私
た
ち
富
桜

祭
実
行
委
員
会
一
同
は
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
富
桜
祭
実
行
委
員
会
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
が
在
学
し
た
の
は
、
四
十
年
程

前
に
な
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
環

境
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
ま
し
た

こ
と
を
日
本
大
学
、
学
校
関
係
者
の

皆
様
、
先
輩
、
同
級
生
、
後
輩
、
地

域
の
皆
様
に
、、
こ
の
場
を
お
借
り

し
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

数
年
前
に
、
横
山
会
長
と
お
会
い

し
た
際
に
、
三
島
の
街
を
散
策
し
た

の
で
す
が
、
街
中
を
富
士
山
の
伏
流

水
が
滔
々
と
流
れ
る
様
子
を
見
て
、

改
め
て
三
島
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
再

認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
街
で
勉
学
に
い
そ
し
め
た
こ

と
、
サ
ー
ク
ル
で
は
演
出
部
に
入
部

し
、
舞
台
照
明
を
経
験
し
た
こ
と
、

学
友
会
で
は
横
山
会
長
や
素
晴
ら
し

い
仲
間
と
活
動
で
き
た
こ
と
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
、
東
に
箱
根
、
南
に

伊
豆
、
西
に
三
保
の
松
原
、
北
に
富

士
山
と
、
仲
間
と
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ

ン
グ
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
度
、
新
企
画
と
し
ま
し
て
、

「
国
際
関
係
学
部
の
卒
業
生
の
現
在
」

と
い
う
こ
と
で
、
十
五
年
程
前
に
起

業
い
た
し
ま
し
た
私
の
事
を
書
か
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
時
は
、
私
も
妻
も
勤
め
人
で
し

て
、
末
の
子
ど
も
も
よ
う
や
く
学
校

を
卒
業
し
よ
う
か
と
い
う
時
期
で
し

た
。

　
あ
る
時
、農
産
加
工
品
（
漬
物
等
）

を
道
の
駅
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
で
販
売

し
て
い
た
義
母
か
ら
、
加
工
品
の
品

質
表
示
ラ
ベ
ル
を
作
っ
て
欲
し
い
と

依
頼
が
あ
り
、
そ
の
時
初
め
て
「
産

直
」
と
い
う
生
産
者
個
人
が
自
身
で

価
格
を
決
め
、
ラ
ベ
ル
を
張
り
付
け
、

野
菜
や
加
工
品
を
直
接
販
売
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
将
来
へ
の
漠
然
と
し
た
不

安
と
、
ま
だ
四
十
代
で
し
た
の
で
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
と
思
う
気
持
ち
が
相
ま
っ
て
、
妻

と
相
談
し
二
人
で
農
産
物
の
加
工
品

を
販
売
す
る
事
業
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
最
初
は
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
農

産
物
の
栽
培
、
加
工
の
仕
方
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
等
々
、
義
父
母
か
ら
教

え
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
に
自
分
た
ち

で
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
新
た
な
委
託

先
も
何
軒
か
開
拓
し
、
軌
道
に
乗
せ
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
販
売
品
目
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

お
漬
物
（
た
く
あ
ん
、梅
干
し
、ら
っ

き
ょ
う
甘
酢
漬
け
、か
り
も
り
・
き
ゅ

う
り
の
奈
良
漬
等
々
）、焼
肉
の
タ
レ
、

菊
芋
製
品
（
粉
末
、
お
茶
）、
米
粉
・

玄
米
粉
、
桜
の
塩
漬
け
、
季
節
の
柑

橘（
す
だ
ち
、か
ぼ
す
、ゆ
ず
、レ
モ
ン
、

ラ
イ
ム
、福
来
み
か
ん
、温
州
み
か
ん
、

夏
み
か
ん
等
々
）
で
す
。

　
起
業
当
時
か
ら
、
地
元
産
直
や

ス
ー
パ
ー
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
販
売

も
開
始
し
ま
し
た
。現
在
は
、ヤ
フ
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ス
ト
ア
ー
ズ
、
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
し
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
一
度
覗
い
て
見
て

く
だ
さ
い
。

　
起
業
に
関
し
て
は
、
当
時
は
ま
だ

若
く
、
後
先
考
え
ず
に
始
め
た
こ
と

で
、
躊
躇
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

こ
の
年
に
な
り
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
い

う
の
が
本
音
で
す
。

　
社
会
人
時
代
よ
り
も
出
会
い
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も

出
会
っ
た
人
か
ら
は
色
々
な
事
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
り
、
助
け
て
い
た

だ
い
た
り
、
長
く
お
付
き
合
い
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
み
え
、
感

謝
の
一
言
で
す
。

　
思
い
立
っ
た
ら
吉
日
、
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
皆
様
に

は
、
良
い
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
投
稿
の
機
会
を
い

た
だ
い
た
横
山
会
長
に
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

屋
号
：
吉
助
（
き
ち
す
け
）       

https://w
w
w
.kikuim

o-kichisuk
e.net/

　国
際
関
係
学
部
国
際
文
化
学
科

昭
和
五
十
九
年
度
卒

森 

本 

弘 
亮 

（
旧
姓
：
丸
橋
） 

校
友
紹
介

校
友
紹
介
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貸　　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　　方
項 目 金 額

前 年 度 繰 越 額 本 年 度 繰 入 額 本 年 度 繰 出 額 合 計

項 目 金 額
基 金

前 年 度 繰 越 金
本 年 度 繰 入 額
本 年 度 繰 出 額

次 年 度 繰 越 金
繰 越 金

合 計

20,940,000
20,640,000
300,000

0
42,395,389
42,395,389

63,335,389

普 通 預 金
定 期 預 金

合 計

項 目
基 金
日本大学創立150周年記念事業基金準備金
国際関係学部創立50周年記念事業基金準備金
三島学園開設75周年記念事業基金準備金
　 計 　

57,395,389
5,940,000

63,335,389

20,640,000
6,880,000
6,880,000
6,880,000
20,640,000

20,940,000
6,980,000
6,980,000
6,980,000
20,940,000

300,000
100,000
100,000
100,000
300,000

0
0
0
0
0

基　金　の　内　訳 （単位：円）

１　国際関係学部校友会会長賞等授与
　　和３年度日本大学国際関係学部在学生から，次の者が国際関係学部長から推薦された。　　
　・校友会会長賞（副賞：奨励金）は，国際関係学部２名に贈られ令和４年３月２５日予定の学位記伝達式が新型コロナウイルスの影響で中止になり賞

状及び奨励金を本人宛に送付した。
　・校友会優秀賞（副賞：奨励金）は，国際関係学部２名に贈られ令和４年３月２５日予定の学位記伝達式が新型コロナウイルスの影響で中止となり賞

状及び奨励金を本人宛に送付した。
　・校友会優秀賞（副賞：奨学金）は，国際関係学部１名に贈られ令和４年３月２６日校舎１３号館１階ホールにおいて授与式を予定したが新型コロナ

ウイルスの影響で中止となり賞状及び奨学金を本人宛に送付した。
　　①校友会会長賞（副賞：奨励金）
　　　　（国際教養学科４年）　　本間　　航　（国際総合政策学科４年）竹井　柊斗
　　②校友会優秀賞（副賞：奨励金）
　　　　（国際総合政策学科４年）大石　亮人　（国際総合政策学科４年）星川　ひなの
　　③校友会優秀賞（副賞：奨学金）
　　　　（国際総合政策学科３年）古川　龍之介　　　
１　メタルクラフト
　　１，０００個を製作し令和３年４月大学院及び国際関係学部並びに短期大学部（三島）各学科の新入生全員に対して入学祝として渡した。
１　会報発行
　　会報５２号を令和３年１０月２２日付け２４頁　２０，１００部を発行した。
１　各事業に対する補助
　　①国際同窓会・桜栄会及び山形県支部に対する補助
　　②大学の体育会・文化会に対する補助
１　常任幹事会
　　令和３年６月５日（土）１６時３０分から，国際関係学部本校舎　校舎１５号館５階において開催した。
１　幹事会
　　令和３年６月５日（土）１７時１０分から，国際関係学部本校舎　校舎１５号館５階において開催した。
１　総会並びに懇親会
　　令和３年７月３日（土）１５時３０分から，みしまプラザホテルにおいて開催する予定であったが新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。
１　国際校友会公式WEBサイト更新
　　令和３年４月から公式ＷＥＢサイト（ホームページ）に年間10回に渡り校友会行事を写真集として更新した。
１　富桜祭物産展参加
　　令和３年１０月３０日（土）１０月３１日（日）両日に開催された第７１回富桜祭に校舎１５号館１階スタディエリアの一部を使用して校友会主催による地元特産物等の販売予定

であったが新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。
１　ホームカミングデー開催
　　令和３年８月１５日（木）１６時から２０時まで佐藤塾（本町交差点）にて日大三島高校同窓会三島支部との共催による『三島大祭りバージョン』と称して開催を予定した

が新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。
　　令和３年１０月３０日（土）１１時から１５時まで校舎１３号館２階講師室にて開催を予定したが新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。
１　銀杏並木歩道清掃作業
　　本校舎西側（県道２１号線）歩道両側の清掃作業を実施した。ボランティア活動の一環として毎月第４日曜日の午前９時から約１時間、銀杏並木南側歩道橋附近か
ら北側幸原町交差点までの両側歩道植え込み清掃を本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため本年度は５月２３日を第１回目として９回実施し、参加者は校
友会会員に加え日大三島高校生徒延１０４名が参加した。

１　三島学園開設75周年記念事業
　　委員長を横山雅人会長にし，検討委員会を設け委員の選出は委員長に一任する意見が出され承認された結果，委員として、宮下公雄・濱田義之・山田浩子・江本博

勝・平澤佳代子・弓場重明各副会長，田中由雄幹事長，柴田　正・小早川隆義・野中美香各顧問，渡辺洋子参与以上１２名とし，７月１７日・１１月１３日・３月２６日の３回の
委員会を開催した。検討の結果，新型コロナウイルス感染防止のため記念式典はコロナウイルス感染が収まった時期に開催し，今年度については校舎１５号館南側
に時計塔を設置寄贈することとなった。

事　業　報　告令和３年度

令和３年度 収 支 決 算 書 （平成 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31日）

貸　借　対　照　表 （令和 ３ 年 ３ 月 31 日現在）

　令和３年度収支について関係帳簿並びに証拠書類を精査いたしましたが，記帳その他正確であることを認めます。    

　　令和４年４月２６日 会計監査　木　村　貴美和 ㊞
会計監査　藤　本　文　彦 ㊞

収　　　　入　　　　の　　　　部支　　　　出　　　　の　　　　部
項 目 予 算 額 決 算 額 差 額 項 目 予 算 額 決 算 額 差 額

収 入 の 部 合 計

（単位：円）

（単位：円）

会 費 収 入
雑 収 入

　 計 　
基 金 繰 出 額
前 年 度 繰 越 金

奨 学 費
校友会報発行費
各科同窓会等補助
学 生 団 体 補 助
総会並びに懇親会費
箱根駅伝応援補助
本部校友会会費
入 学 記 念 品 費
卒 業 記 念 品 費
会 議 会 合 費
通 信 運 搬 費
ホームページ運営費
事 務 費
会員名簿作成費
就職合同面接会運営費
日本大学１３０周年記念寄付金
雑 費
国際関係学部校友会奨学金支援基金
予 備 費
　 計 　
基 金 繰 入 額
次 年 度 繰 越 金
　　　　  （繰越金）
支 出 の 部 合 計

390,000
900,000
300,000
800,000
1,000,000
920,000
470,000
500,000
1,500,000
300,000
2,000,000
400,000
1,400,000
100,000

0
100,000
600,000
250,000

0
11,930,000
300,000

35,437,603
35,437,603
47,667,603

170,000
898,700
150,000
310,000

0
0

470,000
495,000
1,040,000
195,451
2,211,597
404,800
1,048,128
59,840

0
100,000
240,380
250,000

0
8,043,896
300,000

42,395,389
42,395,389
50,739,285

220,000
1,300
150,000
490,000
1,000,000
920,000

0
5,000
460,000
104,549

△ 211,597
△ 4,800
351,872
40,160

0
0

359,620
0
0

3,886,104
0

△ 6,957,786

△ 3,071,682

13,372,000
780,000

14,152,000
0

33,515,603

47,667,603

17,220,000
3,682

17,223,682
0

33,515,603

50,739,285

△ 3,848,000
776,318

△ 3,071,682
0
0

△ 3,071,682
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前年度繰越額 本年度繰入額 本年度繰出額 準 　 備 　 金 合 計項 目
基 金
日本大学創立１５０周年記念事業基金準備金
国際関係学部創立５０周年記念事業基金準備金
三島学園開設７５周年記念事業基金準備金
国際関係学部校友会発足３５周年事業基金準備金
　 計 　

20,940,000
6,980,000
6,980,000
6,980,000

0
20,940,000

500,000
100,000
100,000
100,000
200,000
500,000

7,080,000
0
0

7,080,000
0

7,080,000

5,000,000
0
0
0

5,000,000
5,000,000

19,360,000
7,080,000
7,080,000

0
5,200,000
19,360,000

基　金　の　内　訳 （単位：円）

収　　　　入　　　　の　　　　部支　　　　出　　　　の　　　　部

項 目 本年度予算額 前年度予算額 差 額 本年度予算額 前年度予算額 差 額

収 入 の 部 合 計

項 目

（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）令和４年度 収  支  予  算  書

令和４年度 事　業　計　画

（単位：円）

１　国際関係学部校友会会長賞等授与（副賞：奨励金もしくは奨学金）
　　日本大学国際関係学部及び短期大学部（三島校舎）令和５年３月卒業･４月進級の予定者を対象とする。
　　・校友会会長賞並びに奨励金　　国際関係学部　　　　　　４年卒業予定者　　　３名
　　・校友会優秀賞並びに奨励金　　国際関係学部　　　　　　４年卒業予定者　　　４名
　　　　　　　　　　　　　　　　　短期大学部（専攻科含む）２年卒業予定者　　　２名
　　・校友会優秀賞並びに奨学金　　国際関係学部　　　　　　２・３年在学生　　　４名
　　　　　　　　　　　　　　　　　短期大学部（専攻科含む）１年在学生　　　　　２名　　　　　
１　メタルクラフト
　　１，０００個を製作し令和４年４月大学院及び国際関係学部並びに短期大学部（三島校舎）各学科及び専攻科の新入生全員に対して入学祝として渡す。
１　会報発行
　　会報53号（令和４年10月25日付）26頁　22,100部発行予定。
１　各事業に対する補助
　　①各科同窓会及び支部に対する補助
　　②大学体育会・文化会に対する補助
　　③箱根駅伝応援（予選会含む）に対する補助
１　常任幹事会
　　令和４年６月４日（土）１６時３０分から，国際関係学部本校舎　校舎１５号館において開催する。
１　幹事会
　　令和４年６月４日（土）１７時30分から，国際関係学部本校舎　校舎１５号館において開催する。
１　総会並びに懇親会
　　令和３年７月３日（土）１５時３０分から，みしまプラザホテルにおいて開催する。
１　国際校友会公式ＷＥＢサイト更新
　　年間行事を写真集として更新する。
１　箱根駅伝予選会応援
　　令和４年10月22日（土）国営昭和記念公園コースのスタート・ゴール地点及び中間地点で応援する。
１　富桜祭物産展参加
　　令和４年10月29日（土）・30日（日）に開催される第72回富桜祭に校舎15号館１階スタディエリアの一部を使用して10時から16時まで校友会主催による地元特産物等

の販売に参加する。
１　ホームカミングデー開催
　　令和４年８月１５日（月）１６時から２０時まで佐藤塾（本町交差点）にて日大三島高校同窓会三島支部との共催による「三島大祭りバージョン」を国際関係学部・短期

大学部（三島）及び日大三島高校卒業生並びに法・文理・経済・商学部移行生を対象として開催する。
　　令和４年１０月２９日（土）１１時から１５時まで校舎１３号館２階講師室にて国際関係学部・短期大学部（三島）及び法・文理・経済・商学部移行生を対象とした学園訪

問懇談会を開催する。
１　箱根駅伝応援
　　令和５年１月３日(火)復路スタート応援地点で応援する。また，令和５年１月２日（月）往路ゴール応援地点及び令和５年１月３日（火）復路スタート応援地点で国際関係

学部チアリーディング部・文化会所属吹奏楽部の学生が応援に参加する。
１　銀杏並木歩道清掃作業
　　ボランティア活動の一環として、本校舎西側（県道２１号線）歩道両側の清掃作業を実施する。
　　実施日は毎月第４日曜日午前９時から約１時間とする。
１　三島学園開設７５周年記念事業
　　令和３年度検討委員会により校舎１５号館南側に時計塔の設置が決定し、令和４年７月完成を予定しております。令和４年度検討委員会では、祝賀会等について検

討していきます。

会 費 収 入
雑 収 入

計　
基 金 繰 出 額
前 年 度 繰 越 金

16,520,000
780,000

17,300,000
0

42,395,389

59,695,389

390,000
900,000
300,000
800,000
1,000,000
920,000
470,000
500,000
1,500,000
300,000
2,200,000
400,000
1,400,000
100,000

0
100,000
900,000
250,000
300,000

12,730,000
500,000

46,465,389
46,465,389
59,695,389

13,372,000
780,000

14,152,000
0

33,515,603

47,667,603

3,148,000
0

3,148,000
0

8,879,786

12,027,786

390,000
900,000
300,000
800,000
1,000,000
920,000
470,000
500,000
1,500,000
300,000
2,000,000
400,000
1,400,000
100,000

0
100,000
600,000
250,000

0
11,930,000
300,000

35,437,603
35,437,603
47,667,603

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

200,000
0
0
0
0
0

300,000
0

300,000
800,000
200,000

11,027,786

12,027,786

奨 学 費
校 友 会 報 発 行 費
各 科 支 部 等 補 助
学 生 団 体 補 助
総会並びに懇親会費
箱根駅伝応援等補助
本 部 校 友 会 会 費
入 学 記 念 品 費
卒 業 記 念 品 費
会 議 会 合 費
通 信 運 搬 費
ホームページ運営費
事 務 費
会員名簿作成管理費
就職合同面接会運営費
日本大学１３０周年記念寄付金
雑 費
国際関係学部校友会奨学金支援基金
予 備 費
　 計 　
基 金 繰 入 額
次 年 度 繰 越 金
　　（繰越金）　　
支 出 の 部 合 計



－12－

会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
幹 事 長
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事

令和4年度役員
任期（R3.4.1 ～R6.3.31）

顧　　問
顧　　問
顧　　問

横 山 雅 人
宮 下 公 雄
濱 田 義 之
山 田 浩 子
江 本 博 勝
平澤佳代子
弓 場 重 明
田 中 由 雄
関 野 浩 二
塩 谷 典 子
染 谷 徳 昭
山 口 良 児
平岩美知子
久保田博明
遠 藤 晶 子
早 川 清 文
西 野 和 衛
瀬 川 　 宏
神 戸 絹 代
多 田 清 吾
鈴 木 　 允
田 代 　 稔
諏訪部昭子
斎藤千鶴子
露木ひろみ
押見恵美子
松 原 裕 二
勝 亦 幾 代
西 田 昭 子
高 野 　 誠
勝 又 義 博
久 保 和 之
久保田裕子
藤 澤 博 隆
山 瀬 　 匠
渡 邉 孝 哉
勝 又 勇 旭
深澤ほの香
日 吉 　 智
藤 本 文 彦
木村貴美和

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
桜 文 会
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

坂 口 正 剛
小石川宣照
渡 辺 博 夫
両 角 　 勇
江 川 　 洋
林 田 孝 二
藤 幡 俊 量
野 村 諒 子
高 藤 省 三
瀧 本 　 博
中 川 　 一

隅田やす代
野 村 恭 子
園 田 正 子
小永井京子
内 田 惠 子
高橋真理子
関 野 啓 子
中野利庸子
榎 本 睦 美
杉浦美恵子
石井千枝子
高 橋 令 子
西 島 節 子
疋 田 仁 美
沼 上 博 美
小林美佐枝
田 邉 尚 美
前 川 和 代
松 村 啓 子
和 田 律 子
興 野 智 子
佐 野 有 美
大 塚 久 子
瀬 川 晶 子
吉川しのぶ
山 崎 潤 子
田中真由実
足 立 俊 子
原賀桂津世
武 田 裕 美
名 取 厚 子
北 川 早 苗
山 崎 睦 子
田 中 裕 子
竹 村 峰 加
高 野 直 美
秋 山 惠 子
佐 野 裕 子

柴 田 　 正
小早川隆義
野 中 美 香

公式WEBサイト

URL  http://www.nu-ir-koyukai.jp/

（56～59）
（54～57）
（45）
（41・42）
（46・47）
（58・59）
（44・45）
（42・43）
（57～60）
（56～59）
（42・43）
（43・44）
（44・45）
（45・46）
（44・45）
（45・46）
（46・47）
（47・48）
（47・48）
（47・48）
（48）
（50・51）
（51・52）
（51・52）
（53・54）
（53・54）
（54～57）
（56・57）
（57・58）
（57～60）
（57～60）
（63・01）
（01・02）
（03・04）
（08・09）
（09・10）
（14～17）
（23～26）
（25・26）
（52・53）
（55～58）

（37）
（37）
（37）
（42）
（42）
（43）
（46）
（46）
（49）
（53）
（56）

（42・43）
（42・43）
（42・43）
（43・44）
（43・44）
（44・45）
（44・45）
（44・45）
（45・46）
（45・46）
（46・47）
（46・47）
（47・48）
（47・48）
（48・49）
（49・50）
（50・51）
（50・51）
（51・52）
（51・52）
（51・52）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（53・54）
（53・54）
（54・55）
（54・55）
（55・56）
（56・57）
（56・57）
（57・58）
（57・58）
（57・58）
（58・59）
（58・59）
（58・59）

（41・42）
（42・43）
（55・56）

（庶務担当）

（会計担当）

（会計監査）

（会計監査）

役 職 氏 名（在学年度）役 職 氏 名（在学年度） 役 職 氏 名（在学年度）

教養・学部
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役 職 氏 名（在学年度） 役 職 氏 名（在学年度） （在学年度）役 職 氏 名

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
商経・一部
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
ビジネス
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

商経・二部
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

阿 部 昭 子
鍵 山 美 希
神田留美子
佐 藤 明 美
後 藤 澄 映
松 縄 和 恵
内 田 美 典
中川みどり
神 戸 一 葉
白 石 　 忍
田邊久美子
伊 藤 芳 枝
渡 邉 陽 子
山本いづみ
犬 塚 久 恵
鈴木みのり
石井三香子
原川久美子
渡 辺 幸 子
杉 本 宏 子
稲 葉 美 香
高 鹿 真 弓
森 川 容 子
秋 山 由 紀
長瀬理恵子
北薗実由貴
阿 部 衣 子
川 口 文 子
長 田 瑞 紀
梅 田 敏 江
大畑美代子
植 松 郁 子
古川みどり
古 屋 美 帆
長 田 弘 子
波多野律子
齋 藤 文 江
佐 野 真 弓
稲 田 友 美
橋 本 春 佳
小 林 亜 希
長川あかね
野 村 奈 央
野 村 美 之
山 崎 幸 恵
林 　 隆 子
藤 本 敦 子
工 藤 美 咲

向 笠 　 肇
山 本 譲 治
萩野谷　肇
上 田 定 義
加 藤 久 貴
秋 山 稔 明
海 野 順 子
野 田 　 栄

辻本真由美
大 島 裕 二
岡田美喜子
後 藤 幸 江
齋藤みどり
長 澤 裕 子
齋 藤 千 春
吉 川 清 志
南　まり子
川 口 恭 子
白 川 美 保
小 柴 慶 子
鈴 木 靖 子
津 田 典 子
矢澤実奈子
山 崎 尚 子
沖 　 理 恵
江川真樹子
栗 原 直 子
筒 井 裕 子
二又川千恵子
渡 辺 美 穂
阿久津泰子
大石早耶佳
及 川 枝 莉
澤 口 真 衣
鈴 木 季 奈
大澤友紀子
岩 堀 　 愛
高 遠 順 子
高 田 利 勢
山 口 周 平
安 藤 康 也
山 岸 　 典
岩崎今日子

猪 狩 明 音
藤 原 愛 菜
円 谷 優 花
望月さやか
栗 田 麻 帆
鈴 木 菜 月
芝　美津子
今 村 凌 太
上 田 早 姫
吉 村 太 杜
土 屋 陽 菜
宮 本 開 世
佐 藤 花 菜
日 馬 孝 昌
大 塚 亜 美
櫻井菜々香
高 島 理 弘
村 嶋 祐 介
小 泉 凪 葉
近 藤 優 里

久保田　勝
佐 野 勝 己
歌 崎 　 勉
土 屋 忠 得
稲 葉 知 二
渡 辺 穂 積
秋 山 幸 広
小 澤 義 明
杉 森 　 繁
西 島 典 雄
関 野 幹 雄
小 川 正 治
近 藤 芳 治
津 田 正 克
甲 斐 幸 博
甲 斐 忠 則
後 藤 善 夫
西島みゆき
加 藤 喜 章
佐 野 　 徹
鈴 木 理 平
飯山雅一郎
内 野 祥 司
守 野 敏 也
山 田 　 良
鈴 木 明 彦
杉 山 勝 行
黒 田 文 量
金城三十二
武 井 直 子
酒 井 賢 治
土佐谷泰子
塩 谷 　 淳
川 井 健 一
野 田 正 人
對 木 知 宏
齋 藤 　 弘
峯 岡 智 裕
鈴 木 孝 治
田 伏 正 和
名雪しげみ
下 舘 　 敬
管 江 　 稔
明石知恵美
林 田 貴 男
川 原 浩 貴
小 野 和 彦
西 家 忠 宏
今 川 高 宏
町 野 智 彦
池 原 　 聡
杉 山 宏 治
鈴 木 信 志
池 田 昌 史
藤 井 理 教
中 山 洋 安

（59・60）
（59・60）
（60・61）
（61・62）
（61・62）
（62・63）
（62・63）
（62・63）
（62・63）
（63・01）
（63・01）
（63・01）
（01・02）
（01・02）
（01・02）
（01・02）
（02・03）
（02・03）
（02・03）
（02・03）
（02・03）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（04・05）
（04・05）
（04・05）
（05・06）
（05・06）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（08・09）
（09・10）
（09・10）
（10・11）

（40・41）
（40・41）
（41・42）
（41・42）
（46・47）
（46・47）
（46・47）
（47・48）

（51・52）
（52・53）
（53・54）
（58・59）
（59・60）
（59・60）
（01・02）
（02・03）
（03・04）
（04・05）
（05・06）
（06・07）
（11・12）
（11・12）
（11・12）
（12・13）
（13・14）
（13・14）
（14・15）
（15・16）
（15・16）
（15・16）
（16・17）
（17・18）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（19・20）
（19・20）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（23・24）
（24・25）
（24・25）

（25・26）
（25・26）
（25・26）
（26・27）
（26・27）
（26・27）
（27・28）
（27・28）
（27・28）
（28・29）
（28・29）
（29・30）
（29・30）
（30・31）
（30・31）
（30・31）
（01・02）
（01・02）
（02・03）
（02・03）

（38・39）
（39・40）
（39・40）
（40・41）
（41・42）
（41・42）
（41・42）
（46・47）
（46・47）
（47・48）
（48・49）
（49・50）
（49・50）
（50・51）
（51・52）
（51・52）
（52・53）
（52・53）
（53・54）
（53・54）
（54・55）
（54・55）
（55・56）
（55・56）
（55・56）
（56・57）
（57・58）
（59・60）
（59・60）
（60・61）
（60・61）
（61・62）
（61・62）
（62・63）
（62・63）
（62・63）
（63・01）
（63・01）
（63・01）
（01・02）
（01・02）
（01・02）
（02・03）
（02・03）
（02・03）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（04・05）
（05・06）
（05・06）
（06・07）
（06・07）
（08・09）
（08・09）
（09・10）
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役 職 氏 名 役 職 氏 名 役 職 氏 名

桜 栄 会
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

板 垣 和 代
小 泉 陽 子
佐 野 茂 子
中村満里子
米山日出子
金井美智子
小 坂 照 子
塩谷まさよ
井 原 康 恵
望月千登世
浅田義志子
秋 山 幸 子
関 口 　 瑞
福尾つや子
神 部 文 子
伊 達 伸 子
高 橋 美 鶴
石黒榮美子
鳥羽山資子
秋 山 悦 子
渡辺あき子
嶋　美也子
伊 藝 　 睦
駿 藤 春 代
石 原 泰 代
柴 田 敬 子
川村千代子
辻 　 緑
小 林 秀 実
鈴 木 清 美
佐藤奈津美
鈴木佳津江
神田みつ子
勝 又 昌 代
原 　 康 子
杉 澤 道 代
碓井久美子
岩田智加子
大沼めぐみ
峰田富美子
山口智佳子
堤 　 令 子
白 井 道 代
石 橋 治 代
岩 崎 美 浪
竹 内 厚 子
宮 澤 正 江
遠 藤 豊 美
長谷川規子
松 川 順 子
松 崎 光 子
中 澤 小 雪
齋 藤 裕 子
長 田 智 子
船 石 圭 子

四 條 里 美
鷲巣かほる
藤 原 和 美
原 田 純 子
池谷美津子
中澤由利子
佐伯絵里子
吉田麻理子
藤 田 建 江
小澤里佳子
深津久美子
石谷美智子
田 中 恵 子
嶋　由樹子
鈴木江利子
鈴 木 敦 子
武藤さゆり
荻 沢 洋 子
山 田 明 子
鈴 木 佳 乃
中 條 朝 子
加 藤 容 子
藤 波 佳 乃
稲 葉 桂 子
藤井由紀子
穂谷野弥生
小島みちよ
久 保 玲 華
山 下 朋 子
鷲 尾 貴 子
田 上 順 子
山 口 美 樹
櫻田智栄美
三宅理砂子
野 上 　 香
日吉美由紀
高梨いづみ
勝 俣 千 穂
田 村 尚 子
杉 村 智 恵
湯 原 里 美
市 川 智 香
岡本ゆう子
羽田真理子
望月ゆりか
安田ひとみ
西 村 直 子
宮本久美子
渡邉真理子
小 澤 知 子
出 口 幸 子
井 上 雅 代
西岡かおり
田 村 美 保
岩 下 志 保
関 屋 園 子

渡 邉 千 史
川口由美子
池 谷 尚 美
中村理恵子
遠 藤 理 愛
神尾かほり
田中里都美
鈴 木 寛 子
山 本 静 香
佐 藤 純 子
三 須 洋 美
齊藤真由美
和 泉 久 美
小野澤美和
小林世以子
中 林 香 子
水 谷 鯉 恵
横 田 　 忍
中 橋 智 子
神戸亜里沙
兼 房 は な
石 崎 由 香
佐 藤 美 幸
田 村 理 絵
内 田 　 恵
渡 邊 明 子
植 野 敦 子
佐 野 文 美
鞍 本 鮎 美
笠原奈津子
宮 田 朋 子
鈴 木 典 子
小 出 祐 子
山 田 美 穂
高 橋 由 実
米 永 寿 子
新 津 直 子
大沼秋桜子
高橋美絵子
服 部 直 美
秋 山 絵 操
山田真理子
小 野 順 子
栗 田 裕 子
河原崎朱里
田村美沙子
植 松 明 菜
荻 島 宏 予
渡 邉 裕 未
荒 井 沙 織
宇 野 浩 吏
渡 邉 　 尚
松島佳奈子
中 西 麻 純
増 島 清 美
萩 原 美 香

（36・37）
（36・37）
（37・38）
（37・38）
（37・38）
（38・39）
（38・39）
（38・39）
（38・39）
（38・39）
（39・40）
（39・40）
（39・40）
（39・40）
（39・40）
（40・41）
（40・41）
（41・42）
（41・42）
（41・42）
（41・42）
（41・42）
（41・42）
（42・43）
（42・43）
（44・45）
（45・46）
（45・46）
（45・46）
（46・47）
（47・48）
（47・48）
（47・48）
（48・49）
（48・49）
（48・49）
（49・50）
（50・51）
（50・51）
（51・52）
（51・52）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（53・54）
（53・54）
（53・54）
（53・54）

（53・54）
（53・54）
（54・55）
（54・55）
（54・55）
（54・55）
（54・55）
（55・56）
（56・57）
（56・57）
（56・57）
（57・58）
（57・58）
（57・58）
（57・58）
（58・59）
（58・59）
（58・59）
（58・59）
（59・60）
（59・60）
（59・60）
（59・60）
（60・61）
（60・61）
（60・61）
（61・62）
（61・62）
（61・62）
（62・63）
（62・63）
（62・63）
（63・01）
（63・01）
（63・01）
（63・01）
（63・01）
（01・02）
（01・02）
（01・02）
（01・02）
（02・03）
（02・03）
（02・03）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（03・04）
（04・05）
（04・05）
（04・05）
（04・05）
（04・05）
（05・06）
（05・06）

（05・06）
（05・06）
（05・06）
（05・06）
（05・06）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（06・07）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（07・08）
（08・09）
（08・09）
（08・09）
（08・09）
（09・10）
（09・10）
（09・10）
（09・10）
（09・10）
（10・11）
（11・12）
（11・12）
（11・12）
（12・13）
（12・13）
（13・14）
（13・14）
（13・14）
（14・15）
（14・15）
（14・15）
（14・15）
（14・15）
（14・15）
（14・15）
（15・16）
（15・16）
（15・16）
（15・16）
（15・16）
（15・16）
（15・16）
（16・17）
（16・17）
（16・17）
（16・17）
（16・17）
（16・17）

（在学年度） （在学年度） （在学年度）
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役 職 氏 名 役 職 氏 名 役 職 氏 名

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
工 科
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
国 際
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

平 川 綾 乃
綾部久美子
桑 山 理 沙
飯 田 泰 恵
石川裕里佳
田 中 沙 季
堀 田 裕 貴
隅 田 優 美
岩 代 美 貴
澤谷友香里
野口明日香
藤 井 里 奈
松井志保美
福 島 健 嗣
秋 山 　 海
廣江亜佐美
冨 井 映 里
長谷川美咲
藤井ゆりか
伊 藤 靖 子
三宅ひとみ
青 木 裕 也
小林可南子
石 政 未 希
岩 井 友 紀
澤 木 心 美
杉 本 愛 季
西 原 萌 恵
高 橋 千 恵
市川佳夏子
青 木 萌 子
長 田 知 郁
清 水 　 遥
時 吉 結 巳
湯 山 菜 名
矢 田 さき
加 藤 祥 子
小見山伊代
山 下 あ ゆ
小嶋絵梨花
桑 原 里 沙
小原美妃子
塩 谷 彰 子
朝比奈涼子
篠 原 莉 那
奈 良 彩 夏
原賀あかり
渡 邉 愛 菜
川 久 有 紀
鵜澤まゆか
江 打 真 衣
諸 星 　 楓
朝 日 健 太
大 木 史 恩
田 島 理 瑛

深 谷 正 城
堀　佑美佳
守 野 恭 介
須 藤 静 香
田 中 菜 絵
石井さくら
伊東亜珠沙
杉山亜梨沙
成田安実里
山 田 瑞 歩
山 本 芽 生
竹 内 　 麗
満 間 恵 子
天野真由香
恩 田 剛 弥
齊 藤 花 衣
中 川 　 歩
駒 形 亜 海
中 嶋 千 里
大 島 由 樹
加 藤 早 織
高 橋 美 帆
宮 澤 理 紗
長 橋 侑 希
橋 本 華 奈
鈴 木 麻 友
大 箸 理 沙
鈴 木 瑠 菜
福 島 真 由
西 村 早 織
渡 部 もも
青木小百合
新井はるか
原 田 夏 実
勝 又 早 菜
八 木 勇 紀
植松あいか
鈴 木 翔 悟
鈴木希久枝
板 橋 裕 也
三 宅 真 由
青 野 天 海
大川明斗夢
小 川 泰 弘
松 田 珠 美

宮 下 正 俊
菅 沼 　 弘
土 屋 貞 明
渡 辺 　 清
赤 地 哲 也
吉 田 　 力
長 倉 良 幸
三 枝 和 彦
渡 辺 昌 宏

勝間田太住
天 野 寿 一
上 原 豊 和
西 家 勝 彦
久保田武生
埜 村 光 伸
勝 呂 千 明
鈴木啓太郎

川 口 智 彦
斎 藤 　 聡
柳 川 浩 昭
高 野 真 一
諏訪部　健
小 松 徳 弘
平 野 雅 之
福 田 勝 弘
宇 田 隆 康
山 本 宏 治
三 浦 　 仁
森 田 克 彦
佐 上 菊 二
小 塚 敏 久
横 溝 泰 蔵
池 尻 敏 広
土 田 洋 二
桑 原 健 治
木俣かおり
増 原 伸 一
犬 塚 重 暁
野 口 　 厚
藤 田 　 隆
廣 岡 達 郎
齋 藤 　 実
佐 藤 淳 悦
高 橋 博 樹
長谷川哲夫
村上東洋男
須田啓一郎
椿 　 昌 寛
南 　 敦 子
門 脇 正 明
藤 原 誠 吾
前 田 智 也
坂 井 利 彰
小 田 純 子
田 辺 裕 司
田 松 正 樹
西 岡 昌 仁
鎌 田 文 一
沼 尻 正 則
若松はるか
三 宅 大 介
清 水 　 建
小 塚 達 郎

（16・17）
（16・17）
（16・17）
（17・18）
（17・18）
（17・18）
（17・18）
（17・18）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（18・19）
（19・20）
（19・20）
（19・20）
（19・20）
（19・20）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（20・21）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（21・22）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（22・23）
（23・24）
（23・24）
（23・24）
（23・24）
（23・24）

（23・24）
（23・24）
（23・24）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（24・25）
（25・26）
（25・26）
（25・26）
（25・26）
（26・27）
（26・27）
（26・27）
（26・27）
（26・27）
（26・27）
（26・27）
（27・28）
（27・28）
（27・28）
（27・28）
（27・28）
（28・29）
（28・29）
（28・29）
（28・29）
（29・30）
（29・30）
（29・30）
（30・01）
（30・01）
（30・01）
（01・02）
（01・02）
（01・02）
（02・03）
（02・03）
（02・03）

（39・40）
（39・40）
（42・43）
（42・43）
（42・43）
（44・45）
（44・45）
（46・47）
（46・47）

（47・48）
（48・49）
（52・53）
（52・53）
（52・53）
（53・54）
（53・54）
（54・55）

（54～57）
（54～57）
（54～57）
（54～57）
（55～58）
（56～59）
（56～59）
（56～59）
（56～59）
（57～60）
（57～60）
（58～61）
（58～61）
（58～61）
（59～62）
（59～62）
（60～63）
（60～63）
（61～01）
（61～01）
（63～03）
（63～03）
（63～03）
（01～04）
（01～04）
（01～04）
（01～04）
（01～04）
（01～04）
（01～04）
（01～04）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（02～05）
（03～06）
（03～06）
（03～06）
（03～06）
（03～06）

（在学年度） （在学年度） （在学年度）
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役 職 氏 名 役 職 氏 名 役 職 氏 名

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

紅林美智子
佐 藤 治 夫
千 野 琢 麿
渡 辺 将 之
杉 山 文 予
江 島 照 美
室 伏 寛 美
田 尻 美 三
青 木 　 徹
大 嶽 龍 一
室 伏 太 郎
明 石 浩 一
今 川 　 慶
田 中 智 康
久 芳 　 仁
植 松 信 二
小 林 寿 成
斉藤美根子
纐纈健太郎
佐 竹 　 篤
川 野 梨 恵
正 木 創 一
井 上 善 史
登ヶ谷祐人
金 子 浩 二
内 田 　 修
成 田 哲 浩
井上美由紀
井 上 明 子
高 塚 瑞 希
斉 藤 真 規
長 岡 福 也
筒 井 靖 子
杉 山 祥 啓
大津留真紀
大 友 仁 美
水 野 京 子
田 崎 郁 子
土 元 夏 葉
竹腰真裕子
後 藤 暢 宏
竹 村 　 直
木下真由美
若 月 朋 子
齋藤久美絵
川 村 友 江
猪 狩 博 織
山 下 政 幸
鈴木さや夏
川 下 知 恵
鹿 内 隼 人
齋 藤 慎 亮
山 本 克 幸
拓植由美子
豊永有美子
原 　 順 子

小 澤 有 礼
大 野 達 男
太 田 孝 一
山 川 利 雄
浅 野 雄 介
本 多 加 奈
山 本 彩 子
相 見 大 輔
板橋紗綾香
武 田 泰 弘
浅石友里子
渡 邊 頌 子
大谷津高章
河野奈津子
脇 田 千 草
綱 島 　 昇
塚 田 泰 章
杉町カウエ
小 川 　 淳
内 村 　 彩
渡 邉 賢 治
井 出 知 里
井 所 博 志
小 倉 宏 紀
宮 腰 治 憲
田野口晧太
菅家奈都美
藁 谷 和 正
岩井小百合
鈴 木 弘 明
黒 子 佳 恵
大森未奈子
笠 倉 　 諒
中 山 優 貴
浅 井 啓 悟
芹 沢 　 崇
関 谷 紀 志
長谷川孝洋
勝 呂 　 孝
中 島 由 人
笠原菜央子
古 山 結 子
匹田映吏可
勝 又 智 子
緒 方 義 明
後藤奈津子
祭 　 興 斌
片 柳 健 太
木佐木枝里
久保田真未
阿 部 裕 樹
橋 本 康 弘
張 替 祐 介
山 下 昌 志
本 田 怜 央
小 林 訓 史

白 滝 成 美
茂 木 宏 之
松 山 直 弘
大 門 由 佳
石 川 雄 大
牧野竜太郎
堀川未来夢
中尾光太郎
本 間 淳 博
佐 野 佑 太
高 橋 義 典
柿 沼 友 哉
前原唯之介
秋 間 一 樹
松 原 大 輔
石 川 裕 也
阿久津未来也
仲　萌菜実
嘉 代 　 誠
坂 本 早 穂
小 野 勇 太
武 藤 航 至
野間口　健
山 本 大 樹
橋 本 竜 摩
田 畑 祐 梨
井 上 和 也
星 野 陸 也
大 澤 和 也
上 原 隼 人
松 岡 慶 樹
岡 部 星 輝
小 森 聖 也
大 澤 和 也
小 澤 拓 馬
今 野 大 喜
石 川 真 世
中 川 幸 輝
篠 田 宏 樹
青 木 伊 織
石 川 和 樹
英　菜々子
柳　　理菜
山 下 鉄 平
表 谷 健 斗
井 上 悦 嗣
氏 家 美 里
高田涼太朗
黒 岩 涼 汰
丹 羽 翔 子
星川ひなの
本 間 　 航
竹 井 柊 斗
大 石 亮 人

（03～07）
（04～07）
（04～07）
（04～07）
（05～08）
（05～08）
（05～08）
（05～08）
（05～08）
（05～08）
（05～08）
（05～09）
（06～09）
（06～09）
（06～09）
（06～09）
（07～10）
（07～10）
（07～10）
（07～10）
（07～10）
（08～11）
（08～11）
（08～11）
（08～11）
（08～11）
（09～12）
（09～12）
（09～12）
（09～12）
（10～13）
（10～13）
（10～13）
（10～13）
（10～13）
（10～13）
（12・13）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（11～14）
（13・14）
（12～15）
（12～15）
（12～15）
（12～15）
（12～15）
（12～15）
（12～15）

（12～15）
（12～15）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（13～16）
（14～17）
（14～17）
（14～17）
（14～17）
（14～17）
（14～17）
（14～17）
（14～17）
（15～18）
（15～18）
（15～18）
（15～18）
（15～18）
（15～18）
（17・18）
（16～19）
（16～19）
（16～19）
（16～19）
（16～19）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（17～20）
（18～21）
（18～21）
（18～21）
（18～21）
（18～21）
（18～21）
（18～21）
（19～22）
（19～22）
（20～23）
（20～23）
（20～23）
（20～23）
（21～24）

（21～24）
（21～24）
（22～25）
（22～25）
（22～25）
（23～26）
（23～26）
（24～27）
（24～27）
（24～27）
（24～27）
（24～27）
（24～27）
（25～28）
（25～28）
（25～28）
（25～28）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（26～29）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（27～30）
（28～01）
（28～01）
（28～01）
（28～01）
（28～01）
（28～01）
（28～01）
（29～02）
（29～02）
（29～02）
（29～02）
（29～02）
（29～02）
（29～02）
（30～03）
（30～03）
（30～03）
（30～03）

（在学年度） （在学年度） （在学年度）
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令
和
四
年
七
月
二
日（
土
）十
五
時

三
十
分
か
ら
み
し
ま
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
影
響
を
鑑
み
、一
昨
年
度
同

様
に
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
四
年
六
月
四
日（
土
）開
催

の
常
任
幹
事
会
並
び
に
幹
事
会
で
承

認
さ
れ
た
、第
一
議
事
か
ら
第
十
二
議

事
ま
で
を
、会
則
第
五
章
第
十
二
条
第

三
項
に
基
づ
き
総
会
承
認
議
事
と
し

て
い
た
し
ま
す
。

議
事

 

一　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

 

一　
令
和
三
年
度
決
算
報
告

 

一　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

 

一　
令
和
四
年
度
予
算
に
関
す
る
件

 

一　
令
和
四
年
度
新
幹
事
に
関
す
る
件

 

一　
富
桜
祭
物
産
展
実
行
委
員
に
関
す
る
件

 

一　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員

　
　
に
関
す
る
件

 

一　
三
島
学
園
開
設
七
十
五
周
年
記
念

　
　
執
行
委
員
に
関
す
る
件

 

一　
功
労
者
表
彰
に
関
す
る
件

 

一　
国
際
関
係
学
部
校
友
会
関
係
物

　
　
故
者
に
つい
て

 

一　
校
友
会
会
報（
第
五
三
号
）原
稿

　
　
依
頼
に
つい
て

 

一　
そ
の
他

◎
三
島
学
園
開
設
七
十
五
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
が
周
年

記
念
事
業
の
当
該
年
度
と
な
る
が
本

年
度
も
引
き
続
き
検
討
委
員
会
を
継

続
し
て
事
業
に
当
た
り
た
い
。
検
討

委
員
は
横
山
会
長
を
委
員
長
と
し
宮

下
・
濱
田
・
山
田
・
江
本
・
平
澤
・

弓
場
各
副
会
長
、
田
中
幹
事
長
、
柴

田
・
小
早
川
・
野
中
各
顧
問
、
渡
辺

参
与
を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
た
。

　
な
お
、
令
和
三
年
度
は
第
一
回
を

七
月
十
七
日
に
十
一
月
十
三
日
・
三

月
十
九
日
・
三
月
二
十
六
日
と
四
回

の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。
記
念

事
業
と
し
て
校
舎
十
五
号
館
南
側
に

時
計
塔
の
設
置
を
令
和
四
年
六
月
二

十
五
日
に
完
成
し
た
。
引
き
続
き
式

典
開
催
の
有
無
及
び
記
念
品
の
選
定

等
を
検
討
す
る
。

◎
国
際
関
係
学
部
校
友
会
正
会
員
加

入
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年

三
月
末
日
の
国
際
関
係
学
部
校
友
会

正
会
員
加
入
者
を
本
部
校
友
会
事
務

局
か
ら
頂
き
一
覧
表
に
し
た
。

　
会
長
か
ら
の
加
入
者
増
員
の
お
願

い
文
章
も
添
付
し
て
お
き
ま
し
た
の

で
令
和
四
年
度
も
引
き
続
き
継
続
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
新
規
加
入
者
大
歓
迎
で
す
振

込
用
紙
は
「
き
ず
な
」
に
添
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

校
友
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
銀
杏
並
木
き
ず
な
清
掃
作
業

　
毎
月
第
四
日
曜
日
午
前
九
時
か
ら

約
一
時
間
程
度
本
校
舎
西
側
道
路

（
県
道
二
十
一
号
線
）
両
側

銀
杏
並
木
歩
道
清
掃
作
業

集
合
場
所
　
大
学
門
入
っ
て
右
手

　
校
友
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
五
月
か
ら
七
年
目
に
入
り

ま
す
。
「
日
本
大
学
新
聞
」
に
初
年

度
と
同
様
に
記
事
の
掲
載
を
し
て
頂

く
た
め
七
月
二
十
四
日
清
掃
開
催
日

に
取
材
が
行
わ
れ
、
八
月
二
十
日
第

一
四
二
五
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

◎
き
ず
な
清
掃
に
参
加
し
て
一
言

　
「
イ
チ
ョ
ウ
並
木
き
ず
な
清
掃
」

に
私
は
、
二
〇
一
六
年
の
第
一
回
目

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

に
長
く
（
六
十
回
目
）
続
く
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
校
友
・
同
窓
生

の
親
睦
と
社
会
貢
献
を
目
的
と
し
て

定
期
的
に
集
ま
る
場
を
設
け
よ
う
と

い
う
会
員
の
要
望
で
始
ま
っ
た
き
ず

な
清
掃
を
、
こ
れ
か
ら
も
私
は
参
加

し
よ
う
と
思
う
と
共
に
多
く
の
会
員

の
皆
様
が
参
加
し
て
下
さ
る
事
を
望

み
ま
す
。

校

　友

　
　江
本

　博
勝

　
初
め
て
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
時

に
、
吸
殻
の
多
さ
に
驚
い
た
事
を
思

い
出
し
ま
す
。
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
マ
ス
ク
が
目
に
付
く
様
に
な
り

ま
し
た
。
さ
す
が
に
免
許
証
を
拾
っ

た
時
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
交
番
に
届

け
ま
し
た
。
自
分
の
ゴ
ミ
は
、
各
自

責
任
を
持
っ
て
処
理
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
〝
捨
て
な
い
で
　

ゴ
ミ
も
あ
な
た
の
良
心
も
〞

校

　友

　
　勝
又

　義
博

　
東
京
へ
の
転
勤
か
ら
二
十
年
振
り

に
三
島
へ
帰
っ
て
き
て
横
山
会
長
か

ら
誘
わ
れ
た
月
に
一
度
の
「
絆
」
清

掃
。
日
大
銀
杏
並
木
通
り
は
春
夏
秋

冬
折
々
に
そ
の
表
情
を
変
え
て
掃
除

を
す
る
私
達
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
様
々
な
事
象
が
私
達
の
周
囲
、

そ
し
て
世
界
を
取
り
巻
く
今
こ
そ
、

こ
の
小
さ
な
身
の
周
り
の
清
掃
を
ひ

と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
人
々
が
や

さ
し
い
絆
を
む
す
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
願
い
ま
す
。

校

　友

　
　齊
藤

　
　聡

　
清
掃
活
動
が
開
始
さ
れ
て
７
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
、
高

校
生
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

国
際
関
係
学
部

　
  

　校
友
会
総
会

ま
す
。
皆
様
の
お
か
げ
で
、
イ
チ
ョ

ウ
並
木
が
綺
麗
に
保
た
れ
て
い
る
状

態
を
見
て
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

皆
様
の
理
解
を
得
ら
れ
て
多
く
の
参

加
者
で
活
動
出
来
ま
す
事
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。校

　友

　
　中
川

　
　一

　
朝
か
ら
行
な
う
仲
間
と
の
清
掃
で

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

す
。
す
れ
違
う
方
と
交
わ
す
挨
拶
も

気
持
ち
よ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

校

　友

　
　横
山

　雅
人

　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
二
日
大

学
西
側
歩
道
の
第
一
回
清
掃
が
始
ま

り
令
和
四
年
五
月
二
十
二
日
で
七
年

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
当
初
校

友
会
会
員
か
ら
始
ま
り
次
に
三
島
同

窓
生
と
日
大
三
島
生
徒
会
役
員
の
生

徒
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
と
三

島
市
民
が
加
わ
り
「
き
ず
な
」
が
少

し
ず
つ
大
き
く
な
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
と
銀
杏
並
木
の
美
し
さ
が
継

続
さ
れ
て
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

校

　友

　
　田
中

　由
雄

　
き
ず
な
清
掃
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
五
年
ほ
ど
経
つ
と
思
い
ま

す
。
月
に
一
回
の
清
掃
で
す
が
、
桜

や
銀
杏
、
学
校
行
事
な
ど
で
季
節
が

感
じ
ら
れ
、
同
じ
高
校
の
門
を
く
ぐ

っ
た
と
い
う
だ
け
で
親
近
感
が
あ
る

先
輩
・
後
輩
達
と
、
毎
回
楽
し
く
参
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加
し
て
お
り
ま
す
。

　
・
・
・
ま
さ
か
、
卒
業
し
て
何
十

年
も
経
つ
の
に
ピ
ン
ク
の
帽
子
を
か

ぶ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）

同

　窓

　
　石
井

　美
恵

　
き
っ
か
け
は
娘
（
チ
ワ
ワ
）
の
お

散
歩
を
か
ね
て
・
・
・
で
し
た
。
参

加
を
重
ね
る
と
ゴ
ミ
を
見
つ
け
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
始
め
、
タ
バ
コ
の

ポ
イ
捨
て
も
い
つ
も
同
じ
所
に
同
じ

銘
柄
の
も
の
が
落
ち
て
い
て
、
信
号

待
ち
で
ポ
イ
ッ
と
す
る
こ
と
が
習
慣

に
な
っ
て
い
る
の
だ
な
あ
と
「
生

態
」
を
妄
想
し
た
り
し
な
が
ら
楽
し

く
お
掃
除
し
て
お
り
ま
す
♪

娘
（
の
え
る
）
：
夏
は
暑
く
て
ち
ん

じ
ゃ
う
!!
　

　一

　般

　は
る
・
ま
さ
え
・
さ
わ

 

私
は
普
段
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
自
主
的
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
生

徒
会
に
入
り
「
き
ず
な
」
清
掃
を
通

し
て
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
ま
し
た
。
何
気
な
い
通
学
路
を
綺

麗
に
す
る
と
登
下
校
の
度
、
自
分
が

清
掃
を
し
た
と
い
う
誇
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
普
段
か

ら
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
二
年

　
　浅
野

　夏
純

 

き
ず
な
清
掃
に
参
加
し
て
地
域
の

人
と
関
わ
り
町
の
現
状
を
通
じ
て
清

掃
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
人
と
の
関

わ
り
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
僕
は
清

掃
が
苦
手
だ
。
物
の
定
位
置
を
決
め

た
と
し
て
も
、
使
う
た
び
に
そ
の
物

が
近
く
に
寄
っ
て
い
き
最
終
的
に
は

僕
を
中
心
と
し
て
ド
ー
ナ
ツ
状
態
と

な
る
。
し
か
し
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

普
段
の
生
活
で
清
掃
を
心
掛
け
る
よ

う
に
な
り
感
謝
し
て
い
る
所
存
。

日
大
三
島
二
年

　
　上
野
山
結
仁

 

掃
除
を
す
る
と
自
分
の
心
が
清
ら

か
に
な
る
た
め
、
朝
か
ら
集
ま
っ
て

掃
除
を
し
ま
し
た
が
、
終
わ
る
頃
に

は
、
ど
こ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
「
き
ず
な
」
清
掃
に
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

日
大
三
島
三
年

　
　海
老
原

　連

　
私
は
こ
の
三
島
に
通
い
始
め
て4

年
が
経
ち
ま
し
た
。
普
段
歩
か
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
の
登
下
校
の
道
を

少
し
で
も
綺
麗
に
で
き
た
こ
と
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
は
生
徒

会
の
メ
ン
バ
ー
で
掃
除
を
す
る
と
い

う
形
で
す
が
、
一
般
生
徒
も
共
に
や

れ
ば
、
よ
り
良
い
学
校
作
り
に
も
地

域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
来
年
は
色
々
な
生
徒
で
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
二
年

　
　大
村

　晃
琉

　
き
ず
な
清
掃
に
参
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、
私
は
裏
方
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気

な
く
歩
い
て
い
る
道
も
、
階
段
も
す

べ
て
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
き
れ
い
に

さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が

気
持
ち
よ
く
使
う
こ
と
が
で
き
る
と

知
り
ま
し
た
。
三
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
三
年

　
　小
田
嶋

　蓮

き
ず
な
清
掃
に
参
加
し
て
、
自
分
が

普
段
使
っ
て
い
る
道
に
も
小
さ
な
ゴ

ミ
が
沢
山
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
に
ゴ
ミ

を
拾
て
る
こ
と
も
拾
て
ら
れ
て
い
る

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
も
小
さ
な
行
動
だ

け
ど
、
そ
の
小
さ
な
行
動
ひ
と
つ
で

街
の
景
観
は
簡
単
に
変
わ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ポ
イ
捨
て

す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
二
年

　
　風
晴

　聡
子

　
私
は
一
年
生
の
頃
か
ら
き
ず
な
清

掃
に
参
加
し
て
お
り
、
す
ご
く
良
い

経
験
を
さ
せ
て
頂
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
普
段
使
っ
て
い
る
通
学
路
を

普
段
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
清
掃
を
す
る
こ

と
で
、
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
共
に
地
域
の
人
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
生
徒
会
活
動
や
普
段
の
学
校

生
活
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　

日
大
三
島
三
年

　
　勝
亦

　珠
菜

　
歩
道
橋
を
主
に
清
掃
し
ま
し
た
が
、

毎
回
落
葉
が
多
く
隅
の
や
つ
は
取
り

づ
ら
か
っ
た
で
す
。
仲
間
と
一
緒
に

奉
仕
活
動
す
る
こ
と
が
楽
し
く
、
担

当
じ
ゃ
な
い
月
に
も
よ
く
行
っ
て
ま

し
た
。
大
学
生
に
な
っ
て
も
こ
う
い

う
活
動
を
し
た
い
で
す
。

日
大
三
島
三
年

　
　坂
本

　誠
大

　
き
ず
な
清
掃
に
参
加
し
て
日
本
大

学
前
の
銀
杏
並
木
が
と
て
も
き
た
な

い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
清

掃
を
す
る
と
大
量
の
ゴ
ミ
が
出
て
き

て
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
タ
バ

コ
の
ゴ
ミ
が
意
外
と
あ
り
、
火
事
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
な
と

思
い
ま
し
た
。
ポ
イ
捨
て
は
よ
く
な

い
が
タ
バ
コ
な
ど
の
災
害
に
な
り
か

ね
な
い
物
は
捨
て
な
い
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
二
年

　
　佐
藤

　遥
世

　
一
年
の
時
か
ら
行
な
っ
て
ま
し
た

が
、
朝
に
清
掃
す
る
こ
と
は
い
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
初
め
は
め
ん

ど
く
さ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

普
段
早
起
き
し
な
い
日
曜
の
朝
に
早

起
き
し
て
学
校
に
行
っ
て
清
掃
す
る

の
は
気
持
ち
が
よ
く
、
毎
月
欠
か
さ

ず
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

体
験
を
生
か
し
こ
れ
か
ら
も
奉
仕
活

動
を
し
た
い
で
す
。

日
大
三
島
三
年

　
　澤
野

　匠
人

　
生
徒
会
執
行
部
に
所
属
し
て
か
ら

約
三
年
間
、
毎
月
第
四
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
「
き
ず
な
」
清
掃
に
参
加
し

て
学
校
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
歩
道
橋

の
掃
き
掃
除
を
す
る
こ
と
で
国
際
関

係
学
部
校
友
会
の
み
な
さ
ん
と
日
大

三
島
高
校
の
生
徒
会
執
行
部
と
の
絆

が
更
に
深
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

て
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
今
後
も
こ
の
清
掃
活
動
を

継
続
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

日
大
三
島
三
年

　
　児
山

　そ
ら

　
私
は
、
「
き
ず
な
」
清
掃
に
参
加

し
て
自
分
た
ち
の
学
校
の
周
り
が
き

れ
い
に
な
り
、
気
持
ち
よ
く
通
学
で

き
た
の
で
掃
除
し
て
良
か
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。
毎
月
、
月
末
の
日
曜

日
に
地
域
の
方
た
ち
と
交
流
で
き
る

機
会
は
貴
重
だ
っ
た
の
で
と
て
も
楽

し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
道
端
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ

は
積
極
的
に
拾
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　日
大
三
島
二
年

　
　高
山

　姫
瑠

　
私
は
保
健
委
員
、
学
級
委
員
と
し

て
執
行
委
員
に
な
り
、
す
べ
て
の
清

掃
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
期
に

な
っ
て
か
ら
は
地
域
の
方
と
お
話
し

す
る
機
会
も
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
「
き
ず
な
」
清
掃
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
お
話
を
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
掃
を
通
し
て
、

自
身
の
心
も
、
学
校
の
周
り
も
き
れ

い
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
二
年

　
　武
富

　葉
月

　
「
き
ず
な
」
清
掃
に
参
加
し
て
と

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
歩

道
の
ゴ
ミ
拾
い
や
ほ
う
き
で
歩
道
橋
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桜
栄
会
会
長

平
澤 

佳
代
子

「
桜
栄
会
会
員
の
皆
様
へ
」

桜

　栄

　会

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、
桜
栄
会
会

員
の
皆
様
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
三
つ
の
「
密
」
や
消

毒
を
心
が
け
る
生
活
の
中
で
以
前
と

は
形
を
変
え
た
日
常
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
、
心
丈

夫
に
し
て
過
ご
せ
ま
し
た
か
。

　
さ
て
、
昨
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ

ス
・
デ
ィ
・
ジ
ー
ズ
）
持
続
可
能
で

よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標

を
話
題
に
し
、
私
自
身
は
自
分
事
に

せ
ず
、
知
ろ
う
・
分
か
ろ
う
と
し
て

こ
な
か
っ
た
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

そ
の
「
持
続
」
つ
な
が
り
で
、
こ
の

頃
は
『
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
』
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
「
持
続
的
な
」
幸
せ
を

意
味
す
る
概
念
で
、
こ
の
言
葉
は
、

一
九
四
六
年
世
界
保
健
機
関
設
立
の

際
に
考
案
さ
れ
た
憲
章
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
厚
生
労
働
省
は
、

「
個
人
の
権
利
や
自
己
実
現
が
保
障

さ
れ
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的

に
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
概
念
」
だ
と
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
、
働
き
方
や
学
び
方
な

ど
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、

「
自
分
ら
し
い
働
き
方
」
を
実
現
し

た
り
、
仕
事
だ
け
で
な
く
余
暇
も
充

実
さ
せ
る
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
」
を
実
現
し
た
り
と
働
き
方
の
多

様
化
を
す
す
め
る
考
え
方
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
身

体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
満
た
さ

れ
た
状
態
で
す
か
。
何
事
も
や
っ
て

み
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
身
体
が
健

康
な
状
態
で
な
い
と
頑
張
る
意
欲
が

湧
い
て
き
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
他
の
病
気
も
同
様
で
す
。
強
い

身
体
を
作
る
上
で
、
自
分
に
必
要
な

も
の
は
何
か
、
足
り
な
い
こ
と
は
何

か
、
自
分
改
善
に
努
め
、
変
異
す
る

ウ
イ
ル
ス
達
に
負
け
な
い
自
分
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
笑
い
は
病

気
を
寄
せ
付
け
な
い
と
も
い
い
ま
す

が
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
過
ご
す
。
今

日
の
出
来
事
を
振
り
返
り
、「
よ
か
っ

た
さ
が
し
」
を
心
が
け
る
。
こ
れ
は
、

苦
手
な
人
に
も
使
え
ま
す
よ
、「
あ
ぁ

こ
の
人
の
こ
こ
が
素
敵
」
を
み
つ
け

ら
れ
た
ら
き
っ
と
幸
せ
が
舞
い
降
り

て
免
疫
力
が
上
が
り
強
い
自
分
が
作

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
柔
軟
な
考
え
や
対
応
が
求
め
ら
れ

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
人
間
関
係
を
築
く
の
も

『
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
』
を
構
成
す

を
掃
い
て
通
り
が
か
っ
た
お
ば
あ
さ

ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

も
ら
え
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
自
分
が
大
学
に
行
っ
て
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
し
、
生
徒
会
の
後
輩
に
も
き

ず
な
清
掃
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

日
大
三
島
三
年

　
　鳥
澤

　佳
史

　
私
は
、
き
ず
な
清
掃
は
ま
だ
二
回

し
か
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
二
回
を
参
加
し
て
か

ら
近
所
の
方
や
き
ず
な
清
掃
を
一
緒

に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
次
の
生
徒
会
も
や
る

つ
も
り
な
の
で
、
き
ず
な
清
掃
に
参

加
し
て
日
本
大
学
三
島
と
三
島
を
き

れ
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　日
大
三
島
二
年

　
　西
田

　有
凛

　
私
は
、
「
き
ず
な
清
掃
」
に
参
加

し
て
、
地
域
の
方
々
と
交
流
が
で
き
、

ま
た
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
市
や
町
が
、

ど
れ
ほ
ど
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
か
を

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
普
通
に
暮
ら
し
て
い
た

か
ら
経
験
の
で
き
な
い
よ
う
な
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
感
覚
を
味
わ
え
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
中

で
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
拾

お
う
と
思
い
ま
す
。

日
大
三
島
二
年

　
　仁
杉

　
　華

　
私
は
、
こ
の
い
ち
ょ
う
並
木
を
使

っ
て
登
下
校
す
る
際
に
、
い
く
つ
か

気
に
な
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
清
掃
・
改
善
で
き

る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
私

は
地
味
な
部
分
を
よ
く
好
ん
で
掃
除

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後
の
登

下
校
に
観
察
し
て
み
る
と
、
参
加
し

た
人
が
や
っ
た
こ
と
が
大
い
に
役
に

立
っ
て
い
る
気
が
し
て
、
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。

日
大
三
島
三
年

　
　米
田

　楓

◎
第
七
十
二
回
富
桜
祭
へ
の
校
友
会

参
加
行
事

物
産
展
　
　
十
月
三
十
日

　
開
催
時
間
　
九
時
〜
十
七
時
　

　
　
校
舎
十
五
号
館
一
階

　
　
　
　
　
ス
タ
デ
ィ
エ
リ
ア

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
　
　
十
月
三
十
日

　
開
催
時
間
　
十
時
〜
十
五
時
　

　
　
校
舎
十
三
号
館
二
階 

講
師
室

◎
周
年
行
事
一
覧

国
際
関
係
学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
事

業
　
該
当
年
度
　
令
和
十
一
年
度

国
際
関
係
学
部
校
友
会
創
設
三
十

五
周
年
記
念
事
業

　
該
当
年
度
　
　
令
和
十
三
年
度

◎
校
友
会
報
投
稿
者
募
集

　
国
際
関
係
学
部
校
友
会
で
は
「
会

報
」
に
掲
載
す
る
卒
業
生
で
お
店
・

会
社
の
経
営
者
地
元
で
話
題
、
ユ
ニ

ー
ク
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
な
ど

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
存
じ
で
し
た
ら
下
記
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
四
一
一

－

八
五
五
五

　
静
岡
県
三
島
市
文
教
町

　
　
　
　
　
二

－

三
一

－

一
四
五

　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
内

　
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
校
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
　
〇
五
五

－

九
八
〇

－

〇
八
二
〇

同
窓
会
だ
よ
り

国
際
関
係
学
部
同
窓
会

　
例
年
十
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
ま
す

国
際
関
係
学
部
同
窓
会
総
会
並
び
に

懇
親
会
で
す
が
令
和
二
年
度
か
ら
続

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
を
鑑
み
令
和
四
年
度
も
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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る
要
素
の
一
つ
で
す
。
や
っ
て
み
よ

う
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
も
含

ま
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
自
分
の
や
り
が
い
、

生
き
が
い
、
働
き
が
い
な
ど
持
続
可

能
な
幸
せ
を
日
々
の
中
で
見
つ
け
て

欲
し
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
生
一

〇
〇
年
時
代
、
自
分
は
ど
う
生
き
る

か
、
健
康
を
軸
に
見
つ
め
直
す
の
も

こ
の
一
年
の
過
ご
し
方
と
し
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　
早
く
す
べ
て
の
年
代
の
方
々
が
一

堂
に
会
し
、
互
い
に
、
有
意
義
な
情

報
交
換
が
で
き
る
日
を
願
っ
て
、
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
校
友
会
、
桜
栄
会
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
て
三
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
学

校
行
事
や
部
活
動
が
種
々
の
制
約
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学

執
行
部
の
先
生
方
、
そ
し
て
全
部
署

の
関
係
各
位
の
多
大
な
ご
協
力
の
も

と
、
実
験
実
習
を
は
じ
め
、
可
能
な

限
り
対
面
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

校
外
実
習
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

数
多
く
の
施
設
か
ら
学
生
の
受
け
入

れ
を
許
さ
れ
、
貴
重
な
実
習
の
機
会

を
い
た
だ
け
て
お
り
ま
す
こ
と
を
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
本
学
食
物
栄
養
学
科
卒
業
生

の
進
路
は
①
栄
養
士
利
用
の
就
職
、

②
本
学
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
を
含

む
進
学
（
日
本
大
学
の
他
学
部
や
他

大
学
へ
の
編
入
学
を
含
む
）
、
③
栄

養
士
以
外
の
職
種
へ
の
就
職
が
約
１

／
３
ず
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
在
学

中
に
栄
養
士
以
外
の
資
格
取
得
を
果

た
す
学
生
も
多
く
み
ら
れ
、
在
校
生

の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
十

二
月
、
本
学
は
「
自
主
創
造
」
の
理

念
の
下
、
育
成
し
て
い
く
べ
き
人
間

像
を
示
し
た
日
本
大
学
教
育
憲
章
を

制
定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
憲
章
で
は

学
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
「
日
本
大

学
マ
イ
ン
ド
」
と
と
も
に
、
「
自
ら

学
ぶ
」
「
自
ら
考
え
る
」
「
自
ら
道

を
ひ
ら
く
」
の
三
つ
の
構
成
要
素
と

こ
れ
を
可
能
に
す
る
八
つ
の
能
力
の

修
得
を
教
育
目
標
と
し
て
、
全
学
共

通
教
育
科
目
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
学
共
通
教
育
科

目
の
食
物
栄
養
学
科
で
の
導
入
は
遅

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
鑑
み
、
短
期
大

学
部
食
物
栄
養
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
学
則
変
更
を
行
い
、
二
〇
二
三

（
令
和
五
）
年
度
の
新
入
生
か
ら
、

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
修
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
全
学

共
通
教
育
科
目
で
あ
る
「
自
主
創
造

の
基
礎
」、「
日
本
を
考
え
る
」の
導
入
、

栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て
栄
養
士
養

成
の
責
務
を
果
た
し
な
が
ら
も
、
学

生
が
目
指
す
学
び
、
進
路
の
た
め
の

科
目
選
択
の
自
由
度
を
高
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
進
路
指
導
を
担
う
教

員
の
負
担
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ま
す
が
、
学
生
の
満
足
度
が
上

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ

の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
い
て

い
る
家
政
科
（
生
活
文
化
学
科
）
の

Ｏ
Ｇ
の
方
か
ら
食
物
栄
養
学
科
の
資

格
取
得
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
ご
質
問

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

ご
紹
介
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
科
で
は
、
栄
養
士
以
外

に
、
①
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

②
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
、
③
Ｎ
Ｒ
・

サ
プ
リ
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
④

製
菓
衛
生
師
、
⑤
介
護
職
員
初
任
者

研
修
の
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。
食
物
栄
養
学
科
の
卒
業

生
の
方
で
あ
れ
ば
、
受
験
料
の
割
引

な
ど
は
受
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
所

定
の
補
講
、
通
信
教
育
講
座
を
受
講

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
①
〜
⑤
の

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
可
能
で
す
。
食
物
栄
養
学
科
以

外
の
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
、

フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修
は
対
策
講
座
で
一
定
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
修
了
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
学

科
、
髙
橋
敦
彦
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
内
で
学
科
運
営
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
と
視
野
が
狭
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
か
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

方
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
何
か
と
制
約
の
多
い
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、
こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く

解
消
さ
れ
平
穏
な
日
々
が
戻
り
ま
す

よ
う
、
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
食
物
栄
養
学
科
の
助

教
に
着
任
し
ま
し
た
難
波
亜
紀
と
申

し
ま
す
。
ご
挨
拶
も
兼
ね
ま
し
て
、

自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
私
は
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

で
博
士
号
を
取
得
し
、
日
本
水
産
資

源
保
護
協
会
、
中
央
水
産
研
究
所

（
現 

水
産
研
究
・
教
育
機
構
）
、

そ
し
て
再
び
生
物
資
源
科
学
部
で
研

究
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
大
学
三
年
生
の

時
に
行
わ
れ
た
研
究
室
選
び
で
し
た
。

当
時
、
希
望
研
究
室
に
外
部
の
研
究

所
や
他
大
学
で
卒
業
研
究
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
、
他
大
学

は
日
大
と
ど
れ
ほ
ど
違
う
の
だ
ろ
う

と
思
い
、
研
究
室
の
先
生
に
相
談
し

て
都
内
の
国
立
大
学
に
決
め
ま
し
た
。

卒
業
研
究
を
開
始
し
た
初
日
は
珍
し

さ
と
研
究
室
メ
ン
バ
ー
の
優
し
さ
に

心
が
躍
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
か
ら
は
、
実
験
を
朝
か

ら
夜
ま
で
、
夏
休
み
、
冬
休
み
関
係

な
く
取
り
組
む
毎
日
で
し
た
。
真
っ

白
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
実
験
（
研
究
）

と
い
う
色
を
が
む
し
ゃ
ら
に
付
け
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
研
究

と
は
、
昼
夜
関
係
な
く
年
齢
を
問
わ

ず
分
野
を
超
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
方
法
や
結

果
を
捉
え
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き

ず
、
辛
く
感
じ
る
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
思
え
ば
、
そ
れ
が
よ
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
修
士
課
程
は
日
大
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
研
究
課
題
を
決
め
る
際
、
指

髙 

橋 

敦 

彦

日
本
大
学
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
教
授 

学
科
長

「
カ
リ
キ
ュラ
ム
導
入
に
む
け
て
」

「
ご
挨
拶
」

難 

波 

亜 

紀

日
本
大
学
短
期
大
学
部

　

食
物
栄
養
学
科
助
教
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導
教
員
の
先
生
か
ら
は
二
つ
の
研
究

テ
ー
マ
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ

は
研
究
の
筋
道
や
実
験
方
法
が
決

ま
っ
て
い
る
研
究
、
も
う
一
つ
は
何

も
分
か
っ
て
い
な
い
一
か
ら
立
ち
上

げ
る
研
究
で
し
た
。
先
生
の
説
明
を

聞
き
、
好
奇
心
か
ら
「
何
も
決
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
を
や
っ
た
方
が
面
白

そ
う
」
、
と
い
う
こ
と
で
後
者
を
選

び
ま
し
た
。
な
お
、
色
々
と
経
験
を

積
ん
だ
今
、
必
ず
し
も
私
が
選
ん
だ

方
は
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
（
一
か
ら
研

究
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、

結
果
が
出
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

の
で
）。
上
記
だ
け
み
る
と
、
勉
強

好
き
な
真
面
目
な
学
生
に
み
え
て
し

ま
い
ま
す
が
、
勉
強
嫌
い
な
人
間
で

し
た
。
高
校
ま
で
は
ひ
た
す
ら
授
業

に
追
わ
れ
、
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
だ
け

の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
研
究
は
違
い
ま

し
た
。
実
験
結
果
が
出
た
り
、
論
文

を
読
ん
で
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
調
べ
ま
す
。
そ
う
す
る

と
ま
た
分
か
ら
な
い
こ
と
が
出
て
き

て
、
ま
た
調
べ
ま
す
。
そ
の
繰
り
返

し
に
な
り
ま
す
。
結
局
、
四
年
生
か

ら
修
士
一
年
生
に
か
け
て
、
高
校
の

生
物
と
化
学
を
総
復
習
し
た
形
に
な

り
ま
し
た
。
学
部
四
年
生
の
時
に
当

時
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
が
、
受
験

勉
強
は
無
駄
で
は
な
い
よ
と
言
っ
て

い
た
意
味
を
実
感
し
ま
し
た
。
結
果

を
ま
と
め
て
自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図

表
を
作
成
で
き
た
と
き
、
論
文
の
中

「
新
任
の
ご
挨
拶
」

日
本
大
学
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
助
教 

小 

山 

ゆ 

う

専
攻
科
・
十
八
期

「
栄
養
士
と
し
て
働
く
皆
様
へ
」

長
谷
川 

和
輝

に
あ
っ
た
一
つ
の
グ
ラ
フ
の
意
味
が

一
日
か
け
て
よ
う
や
く
分
か
っ
た
と

き
の
感
動
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　研
究
で
は
、
何
事
も
主
体
性
を

も
っ
て
学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
教
員
と
な
っ
た
今
、

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
そ
の
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
科
書
を
教
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
最
新
の
知
見
を
紹

介
し
な
が
ら
、
何
か
一
つ
で
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
講
義
に

な
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
渦
に
あ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
し
な
が
ら
食
物
栄
養
学
科

で
は
豊
か
な
教
育
の
場
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
校
友
会
が

そ
の
働
き
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
卒

業
生
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　桜
栄
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
度
よ
り
短
期
大
学
部
食
物
栄

養
学
科
の
助
教
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
。
皆
様
の
お
仲
間
に
入
れ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
は
、
静
岡
県
立
大
学
と
同
大
学

院
を
卒
業
し
て
か
ら
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
臨
時
栄
養
士
を
経
験
し
、

栄
養
士
の
仕
事
の
魅
力
に
取
り
つ
か

れ
な
が
ら
も
、
公
務
員
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ

を
、
母
校
の
細
胞
生
化
学
研
究
室
の

恩
師
に
拾
わ
れ
、
主
に
植
物
由
来
の

レ
ク
チ
ン
の
生
理
活
性
に
関
す
る
研

究
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
研

究
を
頑
張
っ
て
い
る
う
ち
に
、
管
理

栄
養
士
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
新
規
に
開

設
さ
れ
た
管
理
栄
養
士
養
成
校
（
現

在
の
常
葉
大
学
）
の
助
手
と
し
て
着

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
管
理

栄
養
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
た
出
来
事
で
し

た
。
助
手
・
助
教
の
間
に
、
様
々
な

先
生
方
の
授
業
や
研
究
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
自
分
が
目
指
す
方
向

性
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
生
化

学
が
位
置
す
る
基
礎
分
野
で
は
な
く
、

栄
養
士
の
専
門
分
野
に
、
ま
た
、
そ

の
中
で
も
特
に
応
用
栄
養
学
と
給
食

経
営
管
理
論
の
道
に
進
も
う
と
い
う

道
が
拓
け
て
参
り
ま
し
た
。
常
葉
大

学
に
は
十
二
年
半
勤
務
し
、
助
手
、

助
教
、
講
師
と
昇
格
し
な
が
ら
、
公

認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
資
格
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
合
格
し
、
食
事
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
学

生
と
一
緒
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ
り
な
が
ら
、
学
生
と
と
も
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　常
葉
大
学
で
は
大
変
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
家

庭
の
事
情
で
、
実
家
の
あ
る
静
岡
県

東
部
に
戻
る
こ
と
を
決
め
、
退
職
し

ま
し
た
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
り
、

再
度
学
校
給
食
の
臨
時
栄
養
士
を
経

験
し
た
り
、
大
学
・
短
大
で
の
非
常

勤
講
師
、
保
健
所
が
管
轄
す
る
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
の
調
査
員
を
し
た

り
と
、
二
児
の
子
を
持
つ
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
と
し
て
は
経
済
的
に
不
安
定

な
が
ら
も
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
縁
が

あ
っ
て
令
和
二
年
度
よ
り
静
岡
英
和

学
院
大
学
短
期
大
学
部
の
食
物
栄
養

学
科
に
准
教
授
と
し
て
着
任
し
、
調

理
学
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

給
食
経
営
管
理
を
教
え
る
上
で
、
調

理
学
を
基
礎
に
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
ご
縁
を
大

切
に
二
年
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
や

は
り
実
家
と
の
遠
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な

り
、
つ
い
に
最
も
望
ん
で
い
た
こ
ち

ら
の
学
科
に
着
任
す
る
こ
と
が
叶
っ

た
と
い
う
次
第
で
す
。

　栄
養
士
と
し
て
現
場
で
働
い
た
経

験
は
浅
い
で
す
が
、
静
岡
県
内
の
栄

養
士
養
成
校
を
一
通
り
ま
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
、
こ
ち
ら
で
の
仕
事
に
お

役
に
立
て
れ
ば
と
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
少
し
で
も
「
食
」
に
興
味
の

あ
る
学
生
を
「
栄
養
士
」
に
育
て
、

全
く
「
食
」
に
興
味
の
な
い
人
に
、

少
し
で
も
「
食
」
の
大
切
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
を
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　早
い
も
の
で
、
本
校
専
攻
科
を
卒

業
し
て
四
年
が
経
ち
、
栄
養
士
と
し

て
務
め
る
の
は
五
年
目
と
な
り
ま
す
。

高
校
生
の
時
点
で
食
に
携
わ
る
職
種

に
興
味
が
あ
り
、
「
調
理
師
」
と

「
栄
養
士
」
ど
ち
ら
の
道
を
選
ぶ
か

で
決
め
か
ね
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
調
理
師
免
許
の
方
は
実
務
経
験

に
よ
り
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
、
栄

養
士
免
許
は
学
校
で
し
か
学
べ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
知
り
、
栄
養
士
の
道

を
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
栄
養
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「
色
々
な
選
択
肢
」

学
科
の
あ
る
学
校
の
中
で
日
本
大
学

へ
進
学
し
た
理
由
と
し
て
は
、
何
よ

り
自
宅
か
ら
近
い
と
い
う
こ
と
で
、

大
学
へ
登
校
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
他
に
、
図
書
館
の
書
籍
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
、
栄
養
士
の
資
格

以
外
に
も
取
得
で
き
る
資
格
が
あ
る

点
が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。
図
書

館
に
は
よ
く
行
く
機
会
が
あ
り
、
個

室
の
よ
う
な
静
か
な
空
間
で
課
題
の

作
成
や
論
文
の
参
考
文
献
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た
。

　
短
期
大
学
部
時
代
は
、
実
習
と
課

題
が
忙
し
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
同
級
生
と
共
有
し
て
ど

う
ま
と
め
る
か
勉
強
会
を
頻
繁
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、

図
書
館
の
利
用
を
同
級
生
に
も
勧
め
、

結
果
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
機
会
を
多
く
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
専
攻
科
で
は
、
よ
り
ゼ

ミ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

実
の
と
こ
ろ
、
短
大
一
年
生
の
時
期

か
ら
ゼ
ミ
に
加
わ
っ
て
い
た
た
め
、

活
動
を
事
前
に
知
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
実
験
補
助
を
兼
ね
て
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
等
の
工
程
を
覚
え
る
機
会

を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
社
会
経
験
と
し
て
、
短
大2

年
生
か
ら
栄
養
士
委
託
会
社
へ
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
就
き
ま
し
た
。
自
身

が
調
理
補
助
を
し
な
が
ら
、
栄
養
士

の
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
施
設

内
で
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

校
外
実
習
と
同
等
に
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
就
職
先
は
、
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
勤
め
て
い
た
箇
所
と
同

じ
と
こ
ろ
へ
の
就
職
を
希
望
。
実
際

に
現
場
で
働
い
て
い
た
点
で
有
利
な

面
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
、
正
社
員

と
し
て
配
属
さ
れ
た
際
も
即
戦
力
と

し
て
厨
房
業
務
に
貢
献
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
二
年
の
厨
房
業
務
期

間
と
有
休
を
活
用
し
て
勉
強
し
、
管

理
栄
誉
士
免
許
と
調
理
師
免
許
を
取

得
。
手
堅
く
資
格
を
抑
え
、
確
実
な

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
後
老
人
福
祉
施
設
に
異
動
、
出

向
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
め
て
い
ま

し
た
。
初
の
管
理
栄
養
士
業
務
は
困

難
を
極
め
ま
し
た
。
他
の
部
署
か
ら

は
食
物
に
関
し
て
は
全
て
把
握
し
て

い
る
前
提
で
、
質
問
や
提
案
・
要

望
・
ク
レ
ー
ム
等
数
多
く
対
応
し
て

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
管
理
栄
養
士
資
格
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
本
年
度
よ
り
母
校
の

助
手
（
任
期
制
職
員
）
と
し
て
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

ま
で
学
生
時
代
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
助
手
業
務
、
こ
れ
も
ま
た
栄
養

士
業
務
の
一
貫
な
の
だ
と
経
験
に
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
士
業
務
を
経
験
し
て
い
く
過
程

で
、
自
分
自
身
は
現
場
で
の
調
理
業

務
、
そ
れ
も
大
量
調
理
が
や
り
た
い

の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
栄
養
士
の

業
務
の
中
で
も
初
歩
に
な
る
大
量
調

理
、
現
場
で
も
多
く
の
栄
養
士
が
支

え
て
お
り
、
学
生
で
も
学
ぶ
機
会
が

多
く
あ
り
ま
す
。
実
際
の
経
験
を
踏

ま
え
て
学
生
へ
の
助
言
等
、
自
身
が

導
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
平
成
三
十
年
度
に
食
物
栄
養

学
科
に
入
学
し
、
栄
養
士
の
資
格
取

得
の
た
め
日
々
栄
養
に
つ
い
て
勉
強

し
て
お
り
ま
し
た
。
食
物
栄
養
学
科

で
は
実
験
実
習
が
多
く
、
座
学
で
得

た
知
識
を
献
立
作
成
や
調
理
、
栄
養

教
育
な
ど
の
実
践
的
な
学
び
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
と
て
も
印

象
深
い
良
い
思
い
出
で
す
。
レ
ポ
ー

ト
や
課
題
に
追
わ
れ
な
が
ら
目
ま
ぐ

る
し
い
生
活
を
し
て
い
た
渦
中
は
大

変
で
投
げ
出
し
そ
う
な
時
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
際
の
実
習
班
の
仲
間

は
食
物
栄
養
学
科
を
卒
業
し
た
今
で

も
定
期
的
に
会
い
、
お
互
い
の
近
況

を
報
告
す
る
仲
で
あ
る
た
め
、
実
践

的
に
学
べ
た
栄
養
に
つ
い
て
の
知
識

の
他
に
、
大
切
な
仲
間
を
作
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
一
番

の
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
友
人
た
ち
も
様
々
な
進
路
、

就
職
先
で
活
躍
し
て
い
る
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来
る
た
め
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
物
栄
養
学
科
に
通
学
す

る
際
は
新
幹
線
で
通
学
し
て
お
り
ま

し
た
。
驚
か
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
新
幹
線
の
中
で
課
題
や
レ
ポ
ー

ト
、
栄
養
価
計
算
を
し
て
い
た
日
々

を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
食
物
栄
養
学
科
を
卒
業
後

に
編
入
学
を
し
ま
し
た
。
元
々
、
海

洋
分
野
に
興
味
が
あ
り
編
入
学
を
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
進
学
を
決
心

し
た
の
は
諸
先
輩
方
の
幅
広
い
進
路

を
知
っ
た
こ
と
、
先
生
方
に
私
が
現

在
在
籍
し
て
い
る
生
物
資
源
科
学
部 

海
洋
生
物
資
源
科
学
科
出
身
の
先
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
先

生
方
に
は
沢
山
ご
相
談
に
の
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
中
で
も
編
入

学
を
し
た
こ
と
で
全
く
違
う
ジ
ャ
ン

ル
の
勉
強
が
で
き
た
こ
と
が
す
ご
く

楽
し
く
、
学
び
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。
海
洋
生
物
資
源
科
学
科
で
は
水

産
食
品
に
つ
い
て
や
、
そ
の
加
工
に

つ
い
て
な
ど
食
に
関
わ
る
科
目
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
際
は
、
二
年

間
で
食
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
非
常
に
理
解

が
し
や
す
く
、
学
び
が
役
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
研
究
室
に
所
属
し
て
お
り
、

私
の
所
属
研
究
室
で
は
サ
ン
プ
リ
ン

グ
が
多
く
、
釣
り
を
し
た
り
磯
採
取

を
し
た
り
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
非
常

に
充
実
し
た
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
二
枚
貝
類
に
お
け
る
フ
グ
毒

保
有
状
況
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
近
年
、
海
産
二
枚
貝
類

が
フ
グ
毒
（
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
、

Ｔ
Ｔ
Ｘ
）
を
保
有
す
る
こ
と
が
世
界

各
地
で
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
先
行

研
究
に
よ
り
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｔ
Ｘ
を
保

有
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
二
枚

貝
類
が
フ
グ
毒
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

海
産
物
を
多
く
喫
食
す
る
わ
が
国
で

は
、
予
期
せ
ぬ
食
中
毒
が
引
き
起
こ

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
食
品

の
安
全
性
の
確
保
を
目
的
と
し
て
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
食
に
関

わ
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
食
物

栄
養
学
科
で
の
学
び
に
よ
り
得
た
興

味
の
部
分
が
大
き
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
大
学
院
に
進

学
し
、
現
在
の
研
究
を
よ
り
深
く
研

究
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
学
び
へ
の
意
欲
や
興

味
が
広
が
っ
た
こ
と
は
色
々
な
進
学

へ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
番

の
要
因
で
あ
る
た
め
、
二
年
次
に
編

入
学
を
決
意
し
て
良
か
っ
た
と
心
か

ら
思
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
科
・
六
十
期

白 

井 

響 

子
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桜
栄
会
の
皆
様
へ

　
桜
栄
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
食
物
栄
養

学
科
・
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
の
教
育
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
少
子
化
が
進
む
中
、
大
学
へ
の

進
学
希
望
者
は
年
々
減
少
し
、
特
に
短
期
大
学

へ
の
進
学
者
数
は
目
に
見
え
て
減
っ
て
き
て
お

り
、
本
学
科
も
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
幸
い
に
も
本
学
科
は
、
専
攻
科
を

開
設
し
、
四
年
制
大
学
と
同
等
の
教
育
や
学
士

（
栄
養
学
）
の
取
得
、
さ
ら
に
大
学
院
へ
の
進

学
も
可
能
で
あ
り
、
一
定
の
教
育
水
準
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
本
学
科

の
維
持
・
発
展
を
期
し
て
、
日
々
の
教
育
・
指

導
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
栄
養
士
資
格
の
取
得
を
希
望
さ
れ
る
受
験

生
や
社
会
人
の
受
験
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
本

学
を
ご
案
内
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
管
理

栄
養
士
を
目
指
す
在
学
生
の
専
攻
科
進
学
を
勧

め
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
で
は
社
会
人
に
な
ら

れ
た
卒
業
生
も
、
専
門
的
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
管
理
栄
養
士
を
目
指
し
て
本
学
専
攻
科
に

入
学
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年

度
よ
り
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
室
を
立

ち
上
げ
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
、
合
格
者

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
下
記
製
菓
衛
生

師
コ
ー
ス
は
他
校
に
比
べ
安
価
（
一
年
間
十
五

万
円
、
二
年
間
で
国
家
試
験
受
験
資
格
取
得
）

で
す
が
、
し
っ
か
り
し
た
指
導
体
制
で
毎
年
多

く
の
学
生
が
国
家
試
験
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
通
信
制
で
す
の
で
、
大
学
へ
は
、
年
二

回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
み
の
参
加
で
す
。
卒
業

生
の
方
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

 

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
講
座

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
第
三
十
七
回
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
は
二

月
二
十
六
日
と
例
年
よ
り
一
週
間
早
く
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
校
内
へ
の
立
ち
入

り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ

た
対
策
講
座
を
十
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。
従
来

は
月
一
回
午
前
十
時
半
か
ら
十
五
時
頃
ま
で
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
後
仕
事
と
並
行
し
な

が
ら
勉
強
す
る
に
は
継
続
し
た
学
習
習
慣
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
合
格
の
た
め
に
は
過
去
問

題
集
一
冊
を
少
な
く
と
も
三
回
は
解
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
六
十
分
か
ら
九
十
分

程
度
で
週
一
回
く
ら
い
を
目
安
に
開
講
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
問
題
集
は
女
子
栄
養
大
学
の

「
受
験
必
修
過
去
問
集
」
を
使
用
し
ま
す
の
で

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

食
物
栄
養
学
科
研
究
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
講
座
に
あ
わ
せ
て
模
試
も
大
学

単
位
で
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

　
随
時
、
講
座
に
は
参
加
で
き
ま
す
。
試
験
ま

で
の
追
い
込
み
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

学
科
で
卒
業
生
も
取
得
で
き
る
資
格

《
製
菓
衛
生
師（
国
家
試
験
受
験
資
格
）》

　
食
物
栄
養
学
科
・
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
で

は
、
茨
城
県
に
あ
る｢

つ
く
ば
栄
養
医
療
調
理

製
菓
専
門
学
校｣

と
の
連
携
で
、
製
菓
衛
生
師

国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
で
き
る
通
信
教
育

課
程
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
製
菓
衛
生
師
と

は
、
製
菓
・
製
パ
ン
業
務
に
就
く
際
に
取
得
し

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
唯
一
の
資
格
で
、
食

に
関
す
る
資
格
の
中
で
も
人
気
の
高
い
も
の
で

す
。
本
学
で
は
、
二
年
間
の
在
学
中
に
、
通
信

学
習
（
月
一
回
の
課
題
提
出
）
、
夏
季
と
春
季

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
各
五
日
）
お
よ
び
指
導
校

研
修
（
一
日
）
に
よ
り
効
率
的
に
修
得
で
き
ま

す
。
毎
年
四
月
か
ら
開
講
し
ま
す

《
介
護
職
員
初
任
者
研
修
》

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
二
級
に
該
当
し
ま
す
。
訪
問
介
護
員
と
も

呼
ば
れ
、
高
齢
者
や
心
身
障
害
者
な
ど
の
身
体

の
介
護
や
家
事
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
自
宅
で

の
自
立
を
支
援
し
ま
す
。
厚
生
労
働
者
が
指
定

す
る
講
座
を
修
了
す
る
こ
と
で
修
得
で
き
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
ニ
ー
ズ
の
高
い
資
格
で
す
。

本
講
座
は
ニ
チ
イ
学
館
と
連
携
し
た
本
学
科
単

独
の
通
信
講
座
で
、
食
物
栄
養
学
科
・
専
攻
科

食
物
栄
養
専
攻
を
対
象
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
し
、
開
講
し
ま
す
。

「
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
」四
級
・
三
級

　
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
世
界
各
国
の
食
文

化
や
食
空
間
の
演
出
法
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
や

食
育
な
ど
、
「
食
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
知

識
・
教
養
を
幅
広
く
学
び
、
食
の
事
な
ら
ば
何

お
問
い
合
わ
せ
は
、
食
物
栄
養
学
科
研
究
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
五
五

－

九
八
〇

－

〇
八
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
五
五

－

九
八
〇

－

〇
八
四
六

E-m
ail:takahashi.atsuhiko@

nihon-u.ac.jp

を
聞
か
れ
て
も
解
説
で
き
る
、
何
を
依
頼
さ
れ

て
も
執
筆
で
き
る
「
食
情
報
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」
を
育
成
す
る
為
の
資
格
で
す
。
幅
広
い
知

識
を
身
に
付
け
た
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、

様
々
な
分
野
で
活
動
し
、
そ
の
活
躍
が
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
に
て

一
日
の
受
講
（
含
む
認
定
試
験
）
で
四
級
の
資

格
が
取
得
可
能
で
す
。
今
年
度
は
二
月
に
開
講

予
定
で
す
。
ま
た
、
四
級
の
資
格
を
取
得
し
た

者
は
、
三
級
受
験
資
格
が
あ
り
、
希
望
者
が
集

ま
れ
ば
本
学
に
て
二
日
間
の
受
講
で
取
得
可
能

で
す
。

食
物
栄
養
学
科
・
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻

専
任
教
員
＆
助
手
紹
介

〈
専
任
教
員
〉

学
科
長
　
髙
橋
　
敦
彦
　（
病
理
学・疾
病
学
）

教
授
　
　
太
田
　
尚
子
　（
食
品
学
）

教
授
　
　
上
田
　
龍
太
郎（
食
品
衛
生
学
）

准
教
授
　
石
川
　
元
康

　
　
　
　 

　（
情
報
処
理
演
習・公
衆
衛
生
学
）

准
教
授
　
篠
原
　
啓
子
　（
栄
養
教
育
論
）

准
教
授
　
葛
城
　
裕
美
　（
調
理
学
）

助
教
　
　
難
波
　
亜
紀
　（
栄
養
学
）

助
教
　
　
小
山
　
ゆ
う
　（
給
食
経
営
管
理
論
）

〈
助
手
〉

助
手
　
　
佐
々
木
里
緒
（
専
攻
科
・
十
七
期
）

助
手
　
　
田
畑
　
礼
子
（
専
攻
科
・
十
八
期
）

助
手
　
　
青
野
　
天
海
（
専
攻
科
・
二
十
二
期
）

助
手
　
　
長
谷
川
和
輝
（
専
攻
科
・
十
八
期
）

助
手
　
　
鈴
木
　
麻
友
（
専
攻
科
・
十
七
期
）
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第１章　総　　　　則
（名　称）
第１条　本会は日本大学国際関係学部校友会と称する。
（事務局）
第２条　本会は事務局を静岡県三島市文教町2丁目31番145号に置く。

第２章　目的及び事業
（目　的）
第３条　本会は会員相互の親睦と融和をはかり母校の発展に寄与すると共に母校建学の理念を社会に拡充することを
　　　　目的とする。
（事　業）
第４条　本会は前条目的達成のために次の事業を行う。
　　１　会報発行・会員名簿の作成
　　２　会員相互の親睦と融和をはかるための諸事業
　　３　母校の発展興隆に関する諸事業への協力参加
　　４　その他目的達成のために必要な諸事業

第３章　会　　　　員
（会員構成）
第５条　本会は日本大学三島予科 ・  三島教養部 ・  文理学部三島 ・  短期大学部（三島校舎）・専攻科食物栄養専攻・国際

関係学部・大学院国際関係研究科の出身者および在籍した者による正会員と幹事会において本会に関係が深く
功労があると認められた特別会員 ・  名誉会員並びに準会員である国際関係学部・大学院国際関係研究科・  短期
大学部（三島校舎）の在学生をもって構成する。

　　２　特別会員・名誉会員並びに準会員は議決権は有しないものとする。
（会　費）
第６条　会員は規程の定めるところにより、会費を納入しなければならない。
　　２　会費及び徴収方法は別に定める。
　　３　特別会員・名誉会員は会費を徴収しないものとする。

第４章　役　　　　員
（役員構成）
第７条　本会に次の役員を置く。
　　　　会　　長　1名
　　　　副  会  長　若干名
　　　　幹  事  長　1名
　　　　常任幹事　若干名
　　　　幹　　事　若干名
　　　　会計監査　2名
（顧問・参与）
第８条　本会は顧問・参与を置くことができる。
　　２　顧問・参与は幹事会の議を経て会長が委嘱する。
（役員の選出）
第９条　会長は会長・副会長会議で推薦され、総会にて承認を得るものとする。
　　２　副会長は国際関係学部校友会を構成する各同窓会会長或は在学した者の代表者とし会長が推薦し、常任幹事
　　　　会に報告するものとする。
　　３　幹事長は常任幹事から会長が推薦し、常任幹事会に報告するものとする。
　　４　常任幹事は各科同窓会代表幹事とし、常任幹事から庶務担当・会計担当を幹事長が指名し、会長・副会長会
　　　　議に報告するものとする。
　　５　幹事は国際関係学部校友会表彰者或は各科同窓会会長から推薦し、幹事会に報告するものとする。
（任　期）
第10条　各役員の任期は3年とし、 再任は妨げない。ただし満80歳をもって定年とする。なお、期間は当該年度内とする。
　　２　欠員が生じたときは、必要に応じて補選し、その任期は前任者の残存期間とする。
　　３　任期満了した場合においても、後任者が就任するまでの間その職務を行う。
（役員の職務）
第11条　会長は本会を代表し会務を総括する。
　　２　副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。
　　３　幹事長は事務を統括し、本会運営に必要な一切の事務事項を遂行する。
　　４　常任幹事は幹事の互選により選出し、常任幹事会を構成、本会業務の遂行にあたる。
　　５　幹事は幹事会を構成し、本会運営の諸事項の議決にあたる。
　　６　顧問・参与は本会の重要事項につき、会長の諮問に応ずるものとする。
　　　　なお、顧問・参与には役員に関する規定を準用する。

日本大学国際関係学部校友会会則
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第５章　会　　　　議
（会議及び議決方法）
第12条　本会の会議は、総会・会長、副会長会議・常任幹事会・幹事会の4種とする。
　　２　会議は会長が招集し、議長団はその都度選出する。
　　３　やむを得ない場合は、常任幹事会及び幹事会をもって総会に代ることができる。
（会議の構成及び開催）
第13条　本会は目的達成のため下記の機関を置く。
　　２　総会は本会運営上の諸事項についての報告を受けこれを承認する。
　　　　総会は年1回開催するものとし会長がこれを招集する。
　　３　常任幹事会は常任幹事以上の役員を以て構成し本会の執行機関として本会の実質的運営にあたる。常任幹事
　　　　会は必要に応じて随時会長がこれを招集する。常任幹事3分の1以上の要求があった場合はこれを招集しなけ
　　　　ればならない。
　　４　幹事会は総会の代行機関として第14条の事項を付議し、これを議決する。
　　　　幹事会は年1回以上開催するものとし会長がこれを招集する。幹事3分の1以上の要求があった場合は臨時に招
　　　　集しなければならない。
　　５　事務局は幹事長指示のもと会員相互の連絡及び各会議の議事の収録並びに運営に必要な一切の事務を行う。
（総会の審議）
第14条　総会は次の事項を審議し議決する。
　　２　会則及び重要規定の制定、改廃に関する事項。
　　３　事業計画に関する事項。
　　４　予算・決算に関する事項。
　　５　会長の選任に関する事項。
　　６　その他第4条に基づいて必要と認められた事項。

第６章　支　　　　部
（支部の設置）
第15条　本会は円滑な発展と交流の促進のために支部を設けることができる。
　　２　支部の設置条件及び方法は別に定める。

第７章　会　　　　計
（会計年度）
第16条　本会の会計年度は4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。
（経費）
第17条　本会の経費は、会費並びに寄付金その他の収入を以てこれを充てる。
（会計監査）
第18条　会計監査は本会会計及び財務について監査し、その結果を総会にて報告する。

第８章　会　　　　則
（会則変更）
第19条　本会の会則の変更は総会の議を経てこれを決する。
（会則の遵守）
第20条　国際関係学部校友会は日本大学校友会会則及び支部規程を遵守しなければならない。
（施行細則）
第21条　この会則に必要な細則は会長・副会長会議及び常任幹事会の議決を経て会長がこれを施行する。

第９条　表　　　　彰
（表彰）
第22条　本会の目的及び事業に貢献した者は幹事会の議を経て、これを賞することができる。
　　２　卒業予定者及び在学生に対する会長賞等の表彰規定は別に定める。

第10章　除　　　　名
（会員除名）
第23条　会員が次の事項に該当した行為があったときは幹事会の議を経て除名することができる。
　　２　国際関係学部の名誉を傷つけ、また校友としての品位を害する言動があったとき。
　　３　校友会の秩序を乱したとき。
　　４　故意または重大な過失により校友会に損害を与えたとき。

付　則　本会則は平成23年８月１日より施行する。



－26－

9

（18部会）

（74団体）
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日本大学国際関係学部校友会組織図

日本大学校友会組織図

本部大学院・法・文理・経済・商・芸術・国際関係・危機管理・スポーツ科・理工・生産工・工・医・歯・松戸歯・生物資源科・薬・通信

・桜門社長会

国際関係学部同窓会

短期大学部
　桜文会（国文・英文）
　商経科同窓会（1・2部・ビジネス教養）
　桜栄会（栄養・家政・食栄・生活・専攻科）
　工科同窓会（建築・機械）

三島豫科
三島教養部
文理学部（三島）

国際関係学部校友会
（旧三島同窓会）

韓国・ブラジル・ロサンゼルス・台湾・サンフランシスコ・スペイン・ニューヨーク・インドネシア・ミャンマー


